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―
日
記
と
蔵
書
で
考
察
す
る
礼
拝
堂
装
飾
の
過
程
―

吉
岡

泰
子

は
じ
め
に

藤
田
嗣
治
（
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
、
一
八
八
六
～
一
九
六
八
）
は
、
太
平
洋
戦
争
下
で
迫
真
的
な
戦
争
画
を
大
量
に
発
表
し
、
当
時

の
日
本
画
壇
で
の
立
場
を
盤
石
な
の
も
の
に
し
た
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
美
術
界
の
戦
争
責
任
を
一
身
に
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
藤
田
は
一
九
四
九
年
に
日
本
を
去
り
翌
年
フ
ラ
ン
ス
に
帰
還
、
一
九
五
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
し
、
一
九
五
九
年
に
は
カ

ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
。
晩
年
は
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
と
し
て
活
躍
し
二
度
と
日
本
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

晩
年
の
フ
ジ
タ
の
画
業
を
た
ど
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
「
裸
婦
」
と
「
猫
」
は
影
を
ひ
そ
め
、「
子
供
」
や
「
若
い

母
子
」
等
を
題
材
と
す
る
風
俗
画
と
、「
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
」
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
。
特
に
、
最
晩
年
の
フ
ジ
タ
は
「
平
和
の
聖
母
礼
拝

堂
」
の
建
設
に
没
頭
し
た
。

晩
年
の
フ
ジ
タ
の
宗
教
美
術
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い(

1)

。
近
年
に
な
っ
て
、
フ
ジ
タ
の
遺
品
等
が
日
本
や

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
晩
年
の
様
子
も
段
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
フ
ジ
タ
晩
年
の
宗
教
芸
術
活
動

に
つ
い
て
も
今
後
研
究
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
研
究
を
行
う
に
当
り
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
な
課

題
を
設
定
し
た
。

(

一)

フ
ジ
タ
が
晩
年
に
、
宗
教
美
術
に
い
っ
そ
う
深
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
理
由
と
背
景

(

二)

「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
の
装
飾
の
特
色

(

三)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ジ
タ
の
宗
教
美
術
の
受
容
の
様
相

レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
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先
行
研
究
の
他
に
、
二
〇
一
二
年
に
公
開
さ
れ
た
「
藤
田
嗣
治
旧
蔵
書
」（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
本
館
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
収
蔵
）（
以

下

藤
田
旧
蔵
書
）
、
二
〇
一
六
年
に
公
開
さ
れ
た
「
藤
田
嗣
治
資
料
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
収
蔵
）（
以
下

藤
田
資
料
）
を
拠

所
と
し
、
特
に
当
時
の
日
記
の
中
に
フ
ジ
タ
の
制
作
意
図
や
制
作
過
程
を
探
っ
て
み
た
。

第
一
章

礼
拝
堂
建
設
の
背
景
と
宗
教
画
制
作
の
意
図

一
節

礼
拝
堂
建
設
の
夢

フ
ジ
タ
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
礼
拝
堂
の
建
設
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
五
三
年
、
友
人
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
グ
ロ
シ
ャ
ン
と
フ
ラ

ン
ス
南
西
部
の
ピ
ラ
に
出
か
け
た
際
、
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
「
救
済
の
聖
母
教
会
」
の
模
型
を
制
作
し
、「
将
来
、
礼
拝
堂
を
作
り
た
い
。
」

と
話
し
た
と
い
う(

2)

。
こ
の
模
型
は
大
切
に
保
管
さ
れ
、
一
九
五
六
年
に
は
絵
画
作
品
《
教
会
の
内
部
》
と
し
て
再
制
作
さ
れ
た
。
そ
し

て
一
九
五
九
年
の
受
洗
の
時
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
い
ず
れ
礼
拝
堂
を
建
て
た
い
と
公
言
し
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
強
い
関

心
は
一
九
二
〇
年
来
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る(

3)

。

フ
ジ
タ
は
、
一
九
六
一
年
一
月
二
四
日
付
け
の
「
チ
ャ
ペ
ル
の
夢
」
と
い
う
手
記
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、「
内
部
の
装
飾
一
切

私
の
仕
事
で
う
ず
め
た
い
の
で
、
敷
石
も
窓
ガ
ラ
ス
も
天
井
も
祭
壇
も
皆
私
の
好
き
な
も
の
壁
画
も
私
が
全
部
描
く
こ
と
に
し
て
・
・
・

私
の
一
生
で
一
番
す
ば
ら
し
い
念
願
が
急
に
実
現
す
る
事
に
な
っ
た
。・
・
・

そ
の
寺
の
床
に
私
は
葬
ら
れ
た
い
と
さ
え
思
っ
て
る
。（
マ

マ
）
・
・
・
も
う
昨
日
か
ら
マ
ド
ン
ナ
の
ク
ー
ロ
ン
モ
ン
（
戴
冠
）
の
大
作
の
下
図
、
・
・
・
去
年
の
春
か
ら
中
止
し
た
大
作
３
枚
の
□
□

を
か
く
気
持
も
出
て
き
た
。(

後
略)

」(

4)

と
喜
び
と
仕
事
へ
の
意
欲
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
マ
ド
ン
ナ
の
ク
ー
ロ
ン
モ
ン
と
は
《
礼

拝
》
（
一
九
六
三
）
の
事
で
あ
り
、
再
開
し
た
大
作
三
枚
と
は
、
《
黙
示
録
》
あ
る
い
は
《
キ
リ
ス
ト
降
誕
》
《
磔
刑
》《
キ
リ
ス
ト
降
架
》

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
点
で
は
、
礼
拝
堂
の
内
部
に
自
分
の
描
い
た
油
絵
を
飾
り
た
い
と
考
え
、
パ
ト
ロ
ン
の
ル
ネ
・
ラ
ル
ー
の

支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
俄
然
制
作
意
欲
が
わ
い
て
き
た
様
子
が
解
る
。
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一
九
六
四
年
五
月
二
五
日
の
日
記
に
は
、
「
マ
ド
ン
ナ
百
態
発
心
」
を
し
、「
私
の
お
寺
（
チ
ャ
ペ
ル
）
は
、
マ
ド
ン
ナ
様
を
ご
本
尊
と

す
る
事
を
思
い
つ
い
た
。」(

5)

と
記
し
て
い
る
。

二
節

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
美
術
振
興
運
動
と
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
ブ
ー
ム

フ
ジ
タ
は
一
九
六
四
年
一
二
月
に
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
（
一
八
六
九
～
一
九
五
四
）
の
建
て
た
「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」（
一
九
五
一
）
を

訪
問
し
、
そ
の
芸
術
性
に
い
た
く
感
動
し
た
様
子
を
日
記
に
記
載
し
て
い
る(

6)

。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
（
一
八
八
九
～
一
九
六
三
）

が
装
飾
し
た
「
サ
ン
＝
ブ
レ
ー
ズ
＝
デ
＝
サ
ン
プ
ル
礼
拝
堂
」（
一
九
六
三
）
は
、
コ
ク
ト
ー
の
葬
儀
に
も
参
列
し
礼
拝
堂
の
様
子
を
よ
く

知
っ
て
い
た(

7)

。
ど
ち
ら
の
礼
拝
堂
も
フ
ジ
タ
の
礼
拝
堂
建
設
を
後
押
し
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
マ
テ
ィ
ス
や
コ
ク
ト
ー
、
フ
ジ
タ
以
外
に
も
多
く
の
芸
術
家
達
が
教
会
の
建
設
や
装
飾
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
宗
教
戦
争
、
革
命
、
世
界
大
戦
な
ど
度
重
な
る
破
壊
の
憂
き

目
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
が
、
一
九
三
七
年
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
父
マ
リ
・
ア
ラ
ン
・
ク
ー
チ
ュ
リ
エ
は
、
教
会
の
復
興
に
当
た
り
宗
教
美

術
の
活
性
化
を
図
り
、
信
仰
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
芸
術
家
に
よ
る
宗
教
絵
画
の
作
成
や
礼
拝
堂
建
設
な
ど
を
推
進
し
た
。
二
〇
世
紀

の
代
表
的
宗
教
芸
術
家
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
（
一
八
七
一
～
一
九
五
八
）
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ー
ビ
ス
ム
の
巨
匠
マ
テ
ィ
ス
の
礼

拝
堂
建
設
、
近
代
建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
（
一
八
八
七
～
一
九
六
五
）
の
「
ロ
ン
シ
ャ
ン
礼
拝
堂
」（
一
九
五
五
）
等
の
建
設
が
有
名

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
、
フ
ジ
タ
も
豪
華
本
『
黄
金
の
聖
書
』（
一
九
五
九
）
の
発
注
を
受
け
そ
の
功
績
に
よ
り
法
王
に
接
見

し
、
一
九
六
一
年
に
は
ト
リ
エ
ス
テ
宗
教
美
術
展
で
金
賞
を
受
け
る
な
ど
、
公
的
な
宗
教
美
術
制
作
に
携
わ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

又
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
世
紀
に
、「
暗
黒
時
代
」
と
さ
れ
て
い
た
中
世
の
修
道
院
建
築
な
ど
を
自
国
の
貴
重
な
歴
史
的
考
古
学
的
文
化

資
産
と
し
て
再
評
価
す
る
運
動
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
を
紹
介
す
る
『
ラ
・
ニ
ュ
イ
・
ド
・
タ
ン
』

（
ゾ
デ
ア
ッ
ク
叢
書
）(

8)

が
発
刊
さ
れ
大
変
な
人
気
を
呼
ぶ
な
ど
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
た
。
フ
ジ
タ
は
こ
の
よ
う
な

環
境
の
も
と
で
、
多
く
の
中
世
教
会
等
を
訪
問
し
宗
教
美
術
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
と
し
て
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の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
美
術
に
回
帰
し
、
そ
の
帰
結
が
「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
建
設
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

三
節

フ
レ
ス
コ
画
へ
の
移
行
と
そ
の
技
法

前
述
の
よ
う
に
、
当
初
フ
ジ
タ
は
油
彩
の
宗
教
画
で
礼
拝
堂
を
装
飾
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
フ
レ

ス
コ
画
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
林
洋
子
に
よ
れ
ば
、「
一
九
六
四
年
頃
か
ら
フ
レ
ス
コ
技
法
を
試
み
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
い
う(

9)

。

こ
の
時
期
の
日
記
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
興
味
深
い
記
述
が
見
つ
か
っ
た
。
以
下
、
抜
粋
す
る
。
な
お
、
日
記
中
の
□
は
判
読
で
き
な
か
っ
た

文
字
、
（

）
は
本
人
、
〔

〕
は
筆
者
の
補
足
で
あ
る
。

一
九
六
四
年

六
月
二
七
日

「
朝
か
ら
チ
ャ
ペ
ル
第
二
号
、
木
で
作
り
カ
ル
ト
ン
張
り
〔
後
略
〕
」

七
月
一
〇
日

「
乳
の
ま
せ
動
物
母
性
愛
の
一
五
号
一
枚
、･

･
･

譲
っ
て
く
れ
と
てch

ap
elle

に
入
れ
る
つ
も
り
の
方
も
う
一
枚･･

･

無
理

に
描
き
〔
後
略
〕」
七
月
一
三
日

「
Ｔ
Ｅ
Ｌ
田
淵

オ
ル
レ
ア
ン
の
先
きch

ap
elle

四
つ
見
る
も
の
あ
り
と
て･

･･

一
五

日
朝
七
時
か
ら
出
か
け
る
事
に
し
た
。
」

七
月
一
五
日

「
酷
暑 

L
o
i
r

のc
h
a
p
el
l
e

見
物

田
淵
と
」「
先
ず
第
一
に

S
t
.
J
a
c
q
u
e
s
 d
e
s
 G
u
é
r
e
t
 
 

に
行
っ
て
鍵
借
り
て
入
り

壁
画
見
て
久
し
ぶ
り
に
満
足

外
の
十
字
架
や
水
□
〔
車
か
、
す
ぐ
そ
ば
に
水
車
が
あ
る
〕
等
ア
リ
い
い
お
寺
シ
ャ
ペ
ル

だ
。V

e
n
d
ô
m
e
 

で
休
ん
で

お
寺
見
て
と
て
も
い
い

緑
と
コ
バ
ル
ト
の
ビ
ー
ト
ロ
〔
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
〕、
う
す
茶
と
灰

サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
ビ
ー
ト
ロ

シ
ャ
ペ
ル
の
寸
法
巾
四
メ
ー
ト
ル
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
奥
行
九
ｍ
〔
マ
マ
〕

S
a
i
n
t
  

 
G
i
l
l
e
s
 
d
e
 
M
o
n
t
o
i
r
e

と
て
も
よ
し

壁
画
も
よ
く
の
こ
っ
て

芝
生
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
て
・
・
・S

a
i
n
t
 
g
e
n
e
s
t
 
d
e
 

 
L
a
v
a
r
d
i
n

で
大
□
事

沢
山
壁
画
柱
の
上
に
も
あ
り
、
柱
の
上
の
彫
刻
等
も
見
て

も
う
一
つc

a
f
é

で
鍵
か
［
り
］
る
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処
へ
行
っ
て
田
淵
も
初
め
て
の
処

奥
の
丸
ド
ー
ム
だ
け
に
壁
画
あ
り

三
〇
〇
㎞
位
走
っ
て
シ
ャ
ー
ト
ル
で
又
お

寺
お
拝
り
し
て
ろ
ー
そ
く
挙
げ
て
六
時1

/2

に
帰
り
〔
後
略
〕
」

七
月
二
四
日

「
壁
に
水
彩
で
描
い
て
み
た
り
又
、
女
三
人
墨
で
か
い
て
み
た
り
夕
方
ま
で
稽
古
す
る
」

九
月
二
、
三
日

「
壁
の
マ
ド
ン
ナ
少
し
か
く
。」
「
壁
画
か
く
。
」

九
月
二
二
日

「
Ｔ
ｅ
ｌ
田
淵
・
・
・
壁
画
セ
メ
ン
ト
の
空
箱
で
き
て
届
け
る
と
の
事

粉
絵
具
牛
乳
入
れ
て
と
か
し
て
か
ら
か
く
と

宜
し
い
等
秘
□
が
あ
る
ら
し
い
。」

九
月
二
五
日

「
午
前
午
後
壁
画
の
稽
古

線
な
し
大
毛
筆
で
画
の
具
で
直
接
か
い
て
み
る
今
迄
描
い
た
事
の
な
い
描
き
方
面
白
く
て

男
一
人
、
女
三
人
位
壁
に
か
く
。
未
だ
い
ろ
い
ろ
練
習
必
要
だ

何
歳
に
な
っ
て
も
教
わ
る
こ
と
が
多
い
し
教
え
て
く

れ
る
は
自
分
自
身
よ
り
外
は
な
い
」

九
月
三
〇
日

「
田
淵
・
・
・
左
官
屋
と
来
て
壁
画
の
土
を
セ
メ
ン
ト
の
上
に
石
灰
ヘ
ラ
で
お
い
て
帰
る
。
」

一
一
月
一
三
日

「
余
り
セ
メ
ン
ト
が
干
か
ぬ
内
に
と
キ
リ
ス
ト
十
字
架
フ
レ
ス
コ
一
日
仕
事
で
か
い
て
み
る
調
子
は
分
か
っ
て
も
中
々

う
ま
く
思
う
様
に
行
か
ぬ
も
の

大
体
は
分
か
っ
た
。
〔
後
略
〕
」

一
一
月
一
四
日

「
今
日
は
壁
画
又
一
日
か
い
て
み
る
。・
・
・
干
き
す
ぎ
た
様
だ

上
か
ら
水
で
湿
し
た
位
で
は
駄
目
ら
し
い

内
か
ら

湿
っ
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
ら
し
い
が
、
良
分
ら
ぬ
」

一
一
月
一
五
日

「
壁
画

昨
日
の
ハ
ケ
で
落
ち
る

（
失
敗

よ
く
濡
れ
て
い
る
内
に
か
か
な
か
っ
た
と
思
う
）
処
洗
っ
て
書
き
な
ほ
し

更
に
夕
方
迄
に
二
人
女
左
右
に
描
き
込
ん
だ
り
し
て
一
日
楽
し
む

第
二
枚
目
の
方
は
濃
く
か
い
て
み
た
」

一
一
月
一
六
日

「
一
日
仕
事
し
て
壁
画
夕
方
も
電
気
つ
け
て
仕
事

全
部
人
物
も
又
二
人
も
入
れ
て
描
き
上
げ

空
の
処
黒
青
赤
く
も

等
気
に
入
ら
ず

干
く
と
う
す
く
な
っ
て
中
々
そ
の
調
子
難
し
く
人
物
や
着
物
の
か
き
方
は
要
領
を
得
た
」（
10
）

こ
の
一
連
の
日
記
か
ら
以
下
の
こ
と
が
解
る
。

①
一
九
六
四
年
六
月
上
旬
の
段
階
で
は
、
フ
ジ
タ
は
描
き
た
め
た
油
彩
画
で
礼
拝
堂
を
飾
る
予
定
だ
っ
た
が
、
七
月
の
下
旬
遅
く
と
も
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九
月
に
は
水
彩
や
テ
ン
ペ
ラ
で
壁
画
の
練
習
を
始
め
、
フ
レ
ス
コ
画
を
独
学
で
学
び
始
め
た
。

②
こ
の
間
の
壁
画
や
礼
拝
堂
に
関
す
る
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
七
月
一
五
日
の
オ
ル
レ
ア
ン
近
郊
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
訪
問
が
あ
り
、

経
緯
か
ら
も
こ
の
出
来
事
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
田
淵
の
電
話
の
言
葉
は
「
［
礼
拝
堂
を
建
設
す
る
に
当
た
り
そ
の
前
に
］
四
つ

見
る
〔
べ
き
〕
も
の
が
あ
る
」
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
フ
ジ
タ
は
こ
の
四
つ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
の
フ
レ
ス
コ
画
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
教
会
堂
の
た
た
ず
ま
い
に
つ
い
て
「
と
て
も
い
い
」
と
感
動
し
詳
細
に
観
察
し
た
。

田
淵
安
一
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
九
）(

11)

は
、
こ
の
時
期
日
本
人
画
家
の
中
で
最
も
フ
ジ
タ
の
身
近
に
生
活
し
お
互
い
の
支
え
と
な
っ

て
い
た
人
物
で
、
フ
ジ
タ
の
礼
拝
堂
へ
の
夢
を
芸
術
家
の
立
場
で
も
最
も
良
く
理
解
し
協
力
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
訪
問
は
、

フ
ジ
タ
に
と
っ
て
礼
拝
堂
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
役
立
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
又
、
何
百
年
も
残
る
生
き
生
き
と
し
た
フ
レ
ス
コ
画

の
魅
力
を
再
認
識
し
、
自
分
も
フ
レ
ス
コ
画
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
が
敬
愛
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の

画
家
達
の
よ
う
に
フ
レ
ス
コ
画
を
描
い
て
み
た
い
と
い
う
画
家
と
し
て
の
挑
戦
意
欲
が
湧
い
た
の
で
は
な
い
か
。

フ
ジ
タ
が
、
フ
レ
ス
コ
画
を
研
究
し
た
証
拠
は
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
三
月
の
日
記
に
は
「
フ
レ
ス
コ
の
こ
と
読
ん
だ

り
、
訳
し
た
り
研
究
す
る
」(

12)

と
あ
る
。
そ
の
資
料
は
「
藤
田
旧
蔵
書
」
の
中
に
あ
るTechunique de la peinture

と
い
う
小
冊

子
で
、
表
紙
に
は
赤
字
で
「
壁
画 

v
o
i
r
 

三
六
頁 

F
o
u
j
it
a

」
と
あ
り
、
中
に
も
メ
モ
や
下
線
が
書
き
込
ま
れ
研
究
し
た
跡
が
は
っ
き
り

残
る
。
さ
ら
に
、「
藤
田
資
料
」
の
中
に
も
フ
レ
ス
コ
画
に
関
す
る
本
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
フ
レ
ス
コ
技
法
を
タ
イ
プ
し
た
紙
片
、
そ
れ
を
フ

ジ
タ
が
日
本
語
に
訳
し
た
紙
片
、
日
本
語
で
フ
レ
ス
コ
技
法
が
詳
し
く
書
か
れ
た
「
フ
レ
ス
コ
の
事

田
淵
君
の
手
記
」
と
フ
ジ
タ
の
上

書
き
が
あ
る
文
書
が
見
つ
か
っ
た(

13)

。
フ
ジ
タ
が
訳
し
た
メ
モ
に
書
か
れ
て
い
る
技
法
は
、
着
手
の
二
ヶ
月
前
、
設
計
者
モ
ー
リ
ス
・
ク

ロ
ジ
ェ
に
石
灰
乳
を
絵
の
具
に
ま
ぜ
て
使
う
と
説
明
し
て
い
た
事
と
合
致
す
る
。
又
、
フ
レ
ス
コ
画
を
描
き
は
じ
め
て
し
ば
ら
く
し
て
「
白

華
現
象
」（
壁
画
の
表
面
に
白
い
粉
が
ふ
く
）
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
の
現
象
を
あ
ら
か
じ
め
資
料
で
知
っ
て
い
て
対
応
し
て
い
る
。

一
一
〇
〇
年
頃
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
僧
テ
オ
フ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
技
法
書
『
諸
技
芸
大
要
』
の
中
に
、
一
二
世
紀
ロ
マ
ネ

ス
ク
教
会
の
壁
画
技
法
に
つ
い
て
「
か
わ
い
た
壁
面
の
上
に
、
人
物
ま
た
は
他
の
物
を
描
く
と
き
、
ま
ず
壁
面
が
湿
り
き
る
ま
で
壁
面
に
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水
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
物
を
そ
の
上
に
描
く
下
地
が
塗
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
湿
っ
た
壁
面
の
上
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
色
彩
は
石
灰

と
混
合
さ
れ
て
こ
の
上
に
塗
ら
れ
る
。
色
彩
は
、
壁
面
と
と
も
に
乾
燥
し
て
い
き
、
壁
面
に
固
着
し
て
い
く
。
」
（
「
第
一
の
書
」
一
〇
章
）

と
書
か
れ
て
い
る
が(

14)

、
こ
の
技
法
は
後
か
ら
の
修
正
加
筆
も
可
能
だ
っ
た
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
西
部
や
ロ
ワ
ー
ル
河
流
域
の
ロ
マ
ネ
ス

ク
フ
レ
ス
コ
壁
画
群
の
内
「
明
る
い
地
色
の
流
派
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
フ
ジ
タ
が
感
銘
を
受
け
た
オ
ル
レ
ア
ン
近
郊
の

ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
や
以
前
に
訪
問
し
た
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
教
会(

15)

の
フ
レ
ス
コ
技
法
で
も
あ
る
と
い
う
。
少
し
乾
い
た
上
に
も
描
き
、
あ

と
で
細
か
く
描
き
加
え
も
し
た
フ
ジ
タ
の
採
っ
た
技
法
も
こ
の
技
法
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
章

礼
拝
堂
装
飾
の
概
要

「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
の
建
物
の
概
要
は
図
版
1
を
、
用
地
決
定
か
ら
落
成
式
ま
で
の
流
れ
は
年
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

一
節

ネ
オ
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
外
観

フ
ジ
タ
は
自
ら
礼
拝
堂
の
模
型
を
作
り
、
設
計
原
案
の
エ
ス
キ
ー
ス
も
多
数
描
い
た
。
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
〇
日
の
日
記
に
は
「
古

い
と
言
わ
れ
て
も
い
い
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
も
の
に
し
た
い
。
」（
16
）

と
書
き
、
設
計
者
ク
ロ
ジ
ェ
に
、
「
あ
な
た
が
設
計
し
た
ロ
マ
ネ
ス

ク
風
の
礼
拝
堂
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
本
質
に
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
私
の
フ
レ
ス
コ
画
が
後
世
ま
で
残
る
、
そ
ん
な
風

に
思
い
描
い
て
い
る
の
で
す
。
」
と
手
紙
で
う
っ
た
え
て
い
る
（

17
）
。

前
庭
の
カ
ル
ベ
ー
ル
（
十
字
架
）
は
、
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
ず
っ
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
石
造
の
も
の
を
ア
レ

ン
ジ
し
、
痛
々
し
い
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
像
で
は
な
く
着
衣
の
幼
子
イ
エ
ス
の
素
朴
な
カ
ル
ベ
ー
ル
が
完
成
し
た
。「
藤
田
旧
蔵
書
」
中
の
大

版
写
真
集
『
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
カ
ル
ベ
ー
ル
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ゴ
ン
バ
ン
の
カ
ル
ベ
ー
ル
に
幼
子
イ
エ
ス
の
姿
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
る(

18)

。
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フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
文
様
の
扉
口
の
右
に
キ
リ
ス
ト
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
犠
牲
の
子
羊
」
、
左
に
は
魚
と
人
魚
を
組
み
合
わ

せ
た
「
双
魚
宮
」
の
浅
浮
き
彫
り
で
飾
ら
れ
、
独
特
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鐘
楼
の
鐘
は
二
つ
で
手
動
式
、
風
見
鶏
や
扉

の
鉄
製
飾
り
の
デ
ザ
イ
ン
に
い
た
る
ま
で
一
切
手
を
抜
か
ず
、
全
て
が
フ
ジ
タ
の
総
合
宗
教
芸
術
の
完
成
を
目
標
と
し
て
い
た
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
聖
具
室
の
扉
絵
に
つ
い
て
は
、
資
料
と
し
て
添
付
し
た
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

二
節

フ
レ
ス
コ
壁
画

（
一
）
フ
レ
ス
コ
壁
画
の
テ
ー
マ
と
そ
の
展
開(

図
版
2

フ
レ
ス
コ
壁
画
配
置
図
参
照) 

礼
拝
堂
内
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
は
そ
の
内
容
と
配
置
上
、
以
下
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

①

左
右
の
壁
面
と
扉
口
裏
大
壁
画
、
副
祭
室
：
《
キ
リ
ス
ト
伝
》

②

主
祭
室
：
《
平
和
の
聖
母
子
》、
上
部
：
《
父
な
る
神
の
顕
現
》

③

小
祭
室
：
《
葡
萄
収
穫
守
護
の
聖
母
》《
七
つ
の
大
罪
》

壁
画
の
構
成
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
扉
板
画
に
表
現
さ
れ
た
旧
約
聖
書
、
聖
人
像
、
聖
人
伝
、
黙
示
録
、
死
の
舞
踏
等
と
一
体
と
な

り
、
中
世
教
会
の
堂
内
装
飾
プ
ラ
ン
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ジ
タ
の
フ
レ
ス
コ
画
の
準
備
段
階
は
、
日
記
と
下
画
（
漆
喰
の
上
に
直
接
置
い
て
輪
郭
線
を
取
る
線
描
き
に
使
わ
れ
る
）
に
書
か
れ

た
日
付
に
よ
っ
て
詳
細
に
わ
か
る
（
年
表
参
照
）。

下
画
は
、
主
要
な
人
物
群
像
の
他
に
二
人
組
の
も
の
を
沢
山
用
意
し
、
フ
ジ
タ
が
準
備
し
た
下
画
は
ほ
と
ん
ど
人
物
像
だ
け
と
い
え
る
。

六
月
三
日
か
ら
フ
レ
ス
コ
画
の
制
作
が
始
ま
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
夏
休
み
に
あ
た
り
職
人
も
来
ず
夫
人
の
協
力
を
得
て
、
時
に
は
た

っ
た
一
人
で
制
作
す
る
日
も
あ
っ
た
。
以
下
、
制
作
順
に
概
略
を
述
べ
る
。
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①
《
十
字
架
降
架
》
左
手
二
番
目

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
二
一
二
セ
ン
チ
（
図
版
3
）

フ
ジ
タ
は
油
彩
の
《
十
字
架
降
下
》
を
既
に
二
枚
描
い
て
い
る
が
、
フ
レ
ス
コ
画
の
構
図
は
以
前
の
二
枚
と
は
異
な
る
。
ア
リ
マ
タ
ヤ

の
ヨ
セ
フ
ら
二
人
の
男
性
信
徒
は
後
ろ
に
引
き
下
が
り
、
キ
リ
ス
ト
の
上
半
身
を
聖
母
マ
リ
ア
が
表
情
を
失
っ
た
よ
う
な
面
持
ち
で
抱
き

か
か
え
、
中
央
の
聖
女
は
キ
リ
ス
ト
の
体
を
膝
の
上
に
の
せ
頬
を
寄
せ
、
右
側
の
聖
女
は
キ
リ
ス
ト
の
足
を
両
手
で
抱
き
か
か
え
て
い
る
。

そ
の
周
り
を
女
性
信
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
深
い
悲
し
み
に
暮
れ
て
取
り
囲
み
、
キ
リ
ス
ト
は
受
難
の
苦
し
み
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
ば

か
り
の
態
で
だ
ら
り
と
下
が
っ
た
腕
が
そ
の
死
を
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。
背
景
は
暗
雲
の
下
、
荒
涼
と
し
た
地
平
線
で
あ
る
。

主
要
な
人
物
の
顔
の
表
情
、
体
の
線
や
衣
の
襞
は
強
調
さ
れ
、
内
面
ま
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
フ
ジ
タ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
か
つ
緻
密
な
人
物
表
現
が
冴
え
る
。
一
方
、
地
面
に
は
サ
ボ
テ
ン
や
ト
カ
ゲ
な
ど
小
さ
な
生
命
を
さ
り
げ
な
く
描
き
込
み
、
キ
リ
ス

ト
の
死
と
対
照
を
な
す
生
を
表
現
し
て
い
る
。
時
間
を
急
ぐ
フ
レ
ス
コ
画
と
い
え
ど
も
、
細
か
く
描
き
込
む
の
も
フ
ジ
タ
の
特
徴
で
あ
ろ

う
。キ

リ
ス
ト
の
無
残
な
傷
口
、
だ
ら
り
と
投
げ
出
さ
れ
た
腕
や
足
、
聖
母
や
周
囲
の
聖
女
た
ち
の
呆
然
と
し
た
よ
う
な
表
情
に
、
参
照
を

強
く
感
じ
さ
せ
る
一
五
世
紀
ア
ビ
ニ
ョ
ン
派
（
プ
ロ
バ
ン
ス
絵
画
）
の
画
が
、
「
藤
田
旧
蔵
書
」
の
中
に
見
つ
か
っ
た(

19)

。

現
場
で
最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
フ
レ
ス
コ
画
だ
っ
た
せ
い
か
、
「
乾
い
て
と
て
も
具
合
悪
く
、
壁
を
は
が
し
・
・
・
描
き
直
し
」
「
水
の

入
っ
た
ド
ラ
ム
缶
用
意
」
し
た
と
日
記
に
あ
る(

20)
。

②
《
洗
礼
》
左
手
一
番
手
前

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
一
〇
六
セ
ン
チ
（
図
版
4
）

中
央
に
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
右
手
に
イ
エ
ス
が
立
ち
、
左
手
に
は
信
徒
が
跪
き
見
守
っ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
、
イ
エ
ス
の
顔
を
左
隣
の

大
壁
画
《
磔
刑
》
の
方
に
向
け
観
者
の
視
線
を
誘
導
し
後
の
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
に
つ
な
げ
る
効
果
を
出
し
て
い
る
。
通
常
見
守
る
天
使
を

信
徒
に
か
え
た
の
も
左
隣
と
の
連
続
性
を
考
え
リ
ア
ル
な
場
面
設
定
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ジ
タ
は
聖
霊
の
鳩
と
共
に
小
さ
な
蛙

を
か
き
そ
え
、
周
囲
の
自
然
を
取
り
込
ん
だ
自
然
主
義
的
な
画
面
を
作
っ
て
い
る
。
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③
《
病
人
の
癒
し
》
左
手
三
番
目

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
一
四
八
．
四
セ
ン
チ
（
図
版
5
）

こ
の
テ
ー
マ
は
、「
治
癒
の
奇
跡
」
で
あ
る
。
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
五
‐
二
九
に
、
足
の
不
自
由
な
人
、
目
の
見
え
な
い
人
、
口
の

き
け
な
い
人
、
そ
の
他
多
く
の
病
人
を
イ
エ
ス
の
足
下
に
置
く
と
イ
エ
ス
は
彼
ら
を
癒
さ
れ
た
と
あ
る
。
又
、
同
じ
く
一
四
‐
三
六
に
は
、

人
々
が
病
人
を
連
れ
て
き
て
せ
め
て
衣
の
房
に
で
も
ふ
れ
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
願
い
、
ふ
れ
た
人
は
皆
癒
さ
れ
た
と
あ
る
。

左
手
の
足
の
不
自
由
な
二
人
は
、
油
彩
画
《
奇
跡
の
聖
母
》（
一
九
六
四
）
の
中
の
人
物
を
転
用
し
て
い
る
。
又
、
目
の
不
自
由
な
人
も

前
作
の
目
の
不
自
由
な
少
女
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
後
ろ
か
ら
は
二
人
の
弟
子
と
思
わ
れ
る
人
物
が
驚
き
の
表
情
で
見
守
っ
て

い
る
。
背
景
に
描
か
れ
た
遺
跡
の
よ
う
な
ア
ー
チ
は
フ
ジ
タ
が
あ
ち
こ
ち
で
使
う
定
番
の
モ
チ
ー
フ
だ
。

人
物
の
衣
装
、
地
面
や
背
景
な
ど
に
見
ら
れ
る
大
雑
把
に
も
感
じ
ら
れ
る
大
胆
な
筆
致
は
素
早
く
描
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
と
同

時
に
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
フ
レ
ス
コ
画
の
躍
動
的
で
大
胆
な
描
き
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

④
《
受
胎
告
知
》
左
手
四
番
目

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
一
四
一
．
三
セ
ン
チ
（
図
版
6
）

フ
ジ
タ
は
、
三
連
祭
壇
画
の
《
受
胎
告
知
》（
一
九
二
七
）
の
人
物
配
置
と
マ
リ
ア
の
恭
順
の
姿
勢
を
引
き
継
い
だ
。
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ

ル
は
膝
を
つ
き
両
手
を
広
げ
て
胸
を
張
り
マ
リ
ア
に
お
告
げ
を
伝
え
て
い
る
が
、
マ
リ
ア
は
両
手
を
胸
の
前
で
組
み
、
頭
を
下
げ
て
神
の

僕
と
し
て
の
恭
順
を
示
し
て
お
り
、
静
か
な
緊
張
感
を
感
じ
る
場
面
で
あ
る
。

背
景
は
、
半
屋
外
の
室
内
を
奥
の
黄
色
の
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
い
る
が
、
特
徴
的
な
床
の
タ
イ
ル
の
遠
近
感
が
破
綻
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
、
右
隣
の
《
奇
跡
の
漁
り
》
と
の
つ
な
が
り
も
難
し
く
、
不
思
議
な
空
間
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
マ
リ
ア
の
右
手
の
指
が
六

本
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
制
作
を
急
い
だ
間
違
い
か
。
そ
れ
と
も
何
か
の
意
味
合
い
を
持
た
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑤
《
奇
跡
の
漁
り
》
左
手
奥

聖
具
室
上
部

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
一
九
二
．
六
セ
ン
チ
（
図
版
7
）

イ
エ
ス
が
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
で
最
初
の
弟
子
を
導
く
説
話
で
あ
る
。
不
漁
に
悩
む
漁
師
の
ペ
ト
ロ
に
大
漁
の
奇
跡
を
起
こ
し
て
み
せ
、
ペ
ト

ロ
と
弟
の
ア
ン
デ
レ
は
最
初
の
弟
子
と
な
っ
た
。
引
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
魚
に
岸
で
驚
い
て
い
る
の
は
続
い
て
弟
子
と
な
っ
た
ヤ
コ
ブ
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で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
後
で
は
奇
跡
を
目
撃
し
た
二
人
の
若
い
女
性
信
徒
が
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
が
、
フ
ジ
タ
は
こ
の
よ
う
な
人
物
デ
ッ

サ
ン
を
沢
山
用
意
し
、
各
場
面
の
端
に
挿
入
し
て
左
右
の
画
面
と
の
連
続
性
を
図
っ
て
い
る
。

聖
具
室
の
上
部
と
そ
の
脇
を
使
っ
た
狭
く
難
し
い
壁
面
だ
が
、
段
差
を
船
着
き
場
に
み
た
て
て
う
ま
く
空
間
を
活
か
し
、
は
た
め
く
帆

や
人
物
、
揺
れ
る
舟
な
ど
を
前
面
に
大
き
く
描
い
て
背
景
の
広
い
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
浮
世
絵
的
な
工
夫
が
光
る
。

⑥
《
降
誕
》
右
手
二
番
目

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
二
一
二
セ
ン
チ
（
図
版
8
）

こ
の
《
降
誕
》
は
、
礼
拝
堂
に
飾
る
た
め
に
準
備
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る(

21)

一
九
六
〇
年
の
八
〇
号
の
油
彩
画
の
人
物
配
置
な
ど
を

ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
が
、「
前
の
も
の
よ
り
良
く
で
き
た
。」
と
フ
ジ
タ
は
日
記
に
書
い
て
い
る(

22)

。
神
の
子
イ
エ
ス
を
礼
拝
す
る
マ
リ
ア

と
見
守
る
ヨ
セ
フ
を
、
羊
飼
い
や
村
の
娘
、
子
供
た
ち
、
厩
の
動
物
が
取
り
囲
み
、
驚
き
の
ま
な
ざ
し
で
幼
子
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
い
る
。

救
世
主
の
誕
生
を
示
す
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
が
イ
エ
ス
を
照
射
し
、
天
使
も
舞
い
降
り
指
さ
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
や
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
ま
で

描
き
込
ん
で
い
る
の
は
フ
ジ
タ
な
ら
で
は
で
あ
ろ
う
。

油
彩
画
は
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
細
密
に
描
き
込
ん
だ
祝
典
画
を
思
わ
せ
、
厩
も
金
色
に
輝
く
石
組
み
だ
。
フ
レ
ス
コ
画
の
厩
は

粗
末
な
木
製
で
、
周
囲
の
景
色
も
荒
涼
と
し
た
町
は
ず
れ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
静
謐
で
神
聖
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

聖
母
マ
リ
ア
の
跪
い
て
祈
る
姿
は
、「
黙
示
録
」
の
《
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
》
（
一
九
五
九
）
の
中
に
も
見
つ
か
り
、
こ
の
ポ
ー
ズ
は
フ

ジ
タ
の
描
く
聖
母
マ
リ
ア
の
定
型
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

⑦
《
十
字
架
の
道
》
右
手
三
番
目

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
二
七
八
セ
ン
チ
（
図
版
9
）

イ
エ
ス
の
道
行
に
は
一
四
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
留
）
が
あ
り
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
が
こ
の
作
品
の
中
に
も
異
時
同
図
的
に
凝
縮
さ
れ

て
描
か
れ
て
い
る
。
刑
具
を
持
ち
イ
エ
ス
を
辱
め
る
兵
士
、
イ
エ
ス
の
つ
ま
ず
き
、
嘆
き
悲
し
む
聖
母
マ
リ
ア
と
女
性
信
徒
、
イ
エ
ス
の

顔
を
ぬ
ぐ
っ
た
聖
顔
布
を
持
つ
聖
女
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
、
重
い
十
字
架
運
び
を
助
け
る
人
々
、
イ
エ
ス
が
語
り
か
け
た
娘
等
で
あ
る
。
イ
エ
ス

が
周
囲
の
嘲
笑
と
嘆
き
の
中
を
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
を
目
指
し
て
石
畳
を
進
ん
で
ゆ
く
様
子
が
痛
ま
し
い
。
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こ
の
人
物
群
像
の
中
に
描
か
れ
た
、
天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
兵
士
達
の
持
つ
槍
や
十
字
架
を
引
く
綱
な
ど
の
直
線
表
現
が
画
面
に
緊
張

感
を
与
え
て
い
る
。《
復
活
》
に
も
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
フ
ジ
タ
は
か
つ
て
描
い
た
戦
争
画
の
群
像
の
中
に
も
直
線
を
配
置
し
て

画
面
を
引
き
締
め
る
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
の
効
果
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

⑧
《
復
活
》
右
手
奥

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
三
一
二
セ
ン
チ
（
図
版
10
）

イ
エ
ス
の
遺
骸
は
ア
リ
マ
タ
ヤ
の
ヨ
セ
フ
ら
イ
エ
ス
の
信
奉
者
に
よ
っ
て
墓
に
葬
ら
れ
た
が
、
死
後
三
日
目
の
朝
に
神
の
み
使
い
が
イ

エ
ス
の
復
活
を
告
げ
た
。
イ
エ
ス
が
弟
子
達
の
前
に
姿
を
現
す
場
面
を
描
く
宗
教
画
が
多
い
中
、
フ
ジ
タ
は
旗
を
高
々
と
掲
げ
天
使
に
導

か
れ
て
墓
か
ら
復
活
す
る
イ
エ
ス
を
描
い
た
。
こ
れ
は
、
フ
ジ
タ
が
敬
愛
し
て
い
た
と
い
う
、
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
（
一
四
二
〇
頃
～
一
四
九
二
）
の
フ
レ
ス
コ
画
《
キ
リ
ス
ト
の
復
活
》
（
一
四
六
五
）(

23)

や
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
・
サ
ン

テ
ィ
（
一
四
八
三
～
一
五
二
〇
）
の
《
復
活
》
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
フ
ジ
タ
の
蔵
書
に
は
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
カ
や
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
画
集
が
残
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

フ
ジ
タ
は
、ぐ
っ
す
り
と
寝
込
ん
で
い
る
兵
士
達
の
中
に
、
墓
か
ら
旗
を
翻
し
て
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
に
驚
愕
す
る
者
を
何
人
か
描
き
、

臨
場
感
を
加
味
し
た
。
右
手
奥
に
見
え
る
教
会
は
「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
で
あ
ろ
う
。

⑨
《
弟
子
の
足
を
洗
う
》
右
手
一
番
手
前

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
一
〇
六
セ
ン
チ
（
図
版
11
）

通
常
「
最
後
の
晩
餐
」
の
前
段
と
し
て
の
室
内
画
が
多
い
中
、
フ
ジ
タ
は
屋
外
で
の
出
来
事
に
設
定
し
た
の
は
、
周
囲
の
フ
レ
ス
コ
画

と
の
連
続
性
を
重
視
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

こ
の
説
話
の
意
味
は
「
師
弟
は
互
い
に
謙
虚
に
支
え
合
い
な
さ
い
」
と
い
う
弟
子
達
へ
の
最
後
の
教
え
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る(

24)

。

緊
張
し
て
イ
エ
ス
に
足
を
洗
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
筆
頭
使
徒
の
ペ
ト
ロ
で
あ
ろ
う
。
他
の
使
徒
た
ち
も
い
ぶ
か
し
げ
に
順
番
を
ま
っ

て
い
る
。
池
の
向
こ
う
で
こ
の
様
子
を
見
て
い
る
子
供
た
ち
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
又
「
幼
児
へ
の
賢
人
の
礼
拝
と
弟
子

へ
の
師
の
礼
拝
」
と
い
う
教
訓
を
暗
示
し
て
お
り
、
フ
ジ
タ
は
謙
虚
に
対
応
す
べ
き
純
粋
な
子
供
た
ち
と
い
う
イ
エ
ス
の
教
え
を
ほ
の
め
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か
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。

⑩
《
キ
リ
ス
ト
磔
刑
》
扉
口
裏 

m
a
x
.

四
三
〇
セ
ン
チ
×
六
〇
〇
セ
ン
チ
（
図
版
12
）

フ
ジ
タ
は
こ
の
最
大
面
積
を
持
つ
大
仕
事
を
約
十
二
日
間
で
仕
上
げ
、
自
ら
一
番
の
出
来
と
評
価
し
た
会
心
の
作
で
あ
る(

25)

。
中
央
の

キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
像
を
頂
点
に
左
右
に
盗
賊
が
配
置
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
足
元
に
は
黒
衣
と
白
衣
の
マ
リ
ア
が
嘆
き
悲
し
み
、
多
く
の
信

徒
が
キ
リ
ス
ト
を
見
守
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
背
後
の
盗
賊
は
、
礼
拝
堂
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
油
彩
画
《
磔
刑
》

（
一
九
六
〇
）
の
盗
賊
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
た
。
天
空
か
ら
は
天
使
が
舞
い
降
り
、
絶
命
の
時
が
近
い
こ
と
を
暗
示
す
る
暗
雲
が

湧
い
て
い
る
。
背
景
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
や
城
塞
が
見
え
、
荒
野
が
広
が
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
考
案
し
た
と
い
う
、
左
右
対
称
で
安
定
し
た
三
角
形
構
図
で
あ
る
。
観
者
は
キ
リ
ス
ト
を
見
、
視
線

を
徐
々
に
落
と
し
て
左
右
の
ひ
と
り
一
人
の
人
物
へ
と
注
い
で
ゆ
く
。
画
面
全
体
を
油
彩
画
と
比
較
す
る
と
、
フ
レ
ス
コ
画
で
は
大
画
面

に
登
場
人
物
を
ず
っ
と
多
く
配
置
し
、
大
胆
な
筆
使
い
で
立
体
的
に
衣
を
描
く
一
方
、
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
は
繊
細
に
描
き
わ
け
、
自

然
主
義
的
な
臨
場
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
た
め
に
フ
ジ
タ
は
大
量
の
キ
リ
ス
ト
の
顔
の
デ
ッ
サ
ン
を
描
き
、
幾
度
も
テ
ン
ペ
ラ
や
フ
レ
ス
コ
で
試
作
を
行
い
、
試
行

錯
誤
を
続
け
た
。
大
下
画
の
キ
リ
ス
ト
の
顔
の
部
分
も
幾
度
も
加
筆
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
フ
ジ
タ
が
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
一
〇

〇
の
傑
作
の
中
に
見
る
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
』(

26)

に
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
（
一
三
九
五
頃
～
一
四
五
五
）
の
穏
や
か
な
顔
の
《
十
字
架

の
キ
リ
ス
ト
》（
一
四
四
二
頃
）
と
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
（
一
四
七
五
頃
～
一
五
二
八
）
の
苦
痛
が
刻
み
込
ま
れ
た
よ
う

な
《
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
》（
一
五
一
五
頃
）
が
見
開
き
で
の
っ
て
い
る
が
、
フ
ジ
タ
は
、
苦
し
み
に
満
ち
た
瀕
死
の
キ
リ
ス
ト
を
採
用
し
、

十
字
架
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
手
の
平
や
足
の
甲
も
無
残
で
痛
々
し
い
磔
刑
図
を
描
い
た
。
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
身
を
そ
ら
し
て
悲
し

む
聖
母
や
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
様
子
も
、
黒
衣
の
聖
母
と
背
後
の
聖
女
の
ポ
ー
ズ
に
参
照
し
た
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。

フ
ジ
タ
は
画
面
右
下
の
群
衆
の
中
に
自
分
を
描
き
込
み
、
そ
の
左
隣
に
パ
ト
ロ
ン
の
ラ
ル
ー
、
右
隣
に
設
計
者
の
ク
ロ
ジ
ェ
、
さ
ら
に

右
端
に
協
力
者
の
プ
ラ
ド
を
加
え
て
寄
進
者
像
と
し
た(

27)

。
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⑪
《
父
な
る
神
》
主
祭
室
上 

m
a
x
.

四
三
〇
セ
ン
チ
×
六
〇
〇
セ
ン
チ
（
図
版
13
）

フ
ジ
タ
は
主
祭
室
の
上
部
の
壁
面
に
、
膝
に
「
奇
跡
の
子
羊
」
を
の
せ
た
厳
し
い
表
情
の
父
な
る
神
の
姿
を
顕
現
さ
せ
た
。
そ
の
周
り

に
は
「
四
人
の
福
音
書
記
者
」
、
天
使
あ
る
い
は
人
間
の
マ
タ
イ
、
獅
子
の
マ
ル
コ
、
雄
牛
の
ル
カ
、
鷲
の
ヨ
ハ
ネ
が
取
り
巻
い
て
い
る
が
、

「
黙
示
録
」
の
『
四
人
の
騎
士
』（
一
九
六
〇
）
の
中
に
も
ほ
ぼ
同
じ
図
像
が
見
つ
か
る
。
礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の

《
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
幻
想
》（
一
五
一
八
頃
）
を
左
右
反
転
さ
せ
た
。
両
脇
で
二
人
の
天
使
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天

変
地
異
が
起
こ
る
先
駆
け
か
、
あ
る
い
は
最
後
の
審
判
の
開
始
を
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
左
右
に
あ
る
地
獄
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
共
々
、

中
世
教
会
の
タ
ン
パ
ン
や
内
陣
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
黙
示
録
」
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

堂
内
の
あ
ち
こ
ち
に
描
か
れ
て
い
る
長
い
裳
裾
の
天
使
に
は
、
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
派
の
画
家
シ
モ
ン
・
マ
ル
ミ
オ
ン
（
一
四
二
五
頃
～

一
四
八
九
）
な
ど
の
北
方
系
の
天
使
像
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る(

28)

。

⑫
《
葡
萄
収
穫
守
護
の
聖
母
》
小
祭
室
（
一
六
七
セ
ン
チ

＋
）
×
一
三
〇
セ
ン
チ
（
図
版
14
）

こ
の
小
祭
室
は
パ
ト
ロ
ン
の
ラ
ル
ー
の
た
め
、
ラ
ン
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
礼
拝
室
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ラ
ン
ス
は
広
々
と
し
た
ブ

ド
ウ
畑
で
か
こ
ま
れ
た
シ
ャ
ン
ペ
ン
の
生
産
地
で
あ
り
、
聖
母
も
ブ
ド
ウ
の
房
に
手
を
の
ば
す
幼
子
イ
エ
ス
も
、
収
穫
を
喜
ぶ
現
世
の
母

子
の
よ
う
に
見
え
る
。
一
九
六
四
年
に
制
作
さ
れ
た
油
彩
画
と
比
較
す
る
と
、
油
彩
画
は
世
俗
性
が
よ
り
強
く
、
フ
レ
ス
コ
画
は
葡
萄
収

穫
を
感
謝
し
守
護
を
願
う
祈
り
の
画
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
背
景
、
葡
萄
畑
の
奥
に
見
え
る
教
会
は
、
左
が
ラ
ン
ス
大
聖
堂
、

右
は
サ
ン
・
レ
ミ
聖
堂
で
あ
る
。

小
祭
室
入
り
口
上
部
に
は
、
旗
を
背
に
刺
し
血
の
汗
を
流
す
「
犠
牲
の
子
羊
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
の
内

陣
入
口
の
天
井
な
ど
に
よ
く
み
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

⑬
《
聖
母
子
》
主
祭
室

R
二
〇
〇
セ
ン
チ
、
H
二
〇
〇
セ
ン
チ

（
図
版
15
）

こ
の
礼
拝
堂
は
聖
母
信
仰
に
捧
げ
ら
れ
た
。
聖
母
信
仰
は
中
世
以
来
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
の
絶
対
的
支
持
を
受
け
て
い
た
が
、
中
世
末
期
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か
ら
近
代
に
か
け
終
末
的
な
社
会
の
現
状
（
ペ
ス
ト
の
蔓
延
、
饑
餓
、
戦
争
等
）
の
も
と
で
は
、
最
後
の
審
判
に
臨
む
キ
リ
ス
ト
へ
の
聖

母
マ
リ
ア
の
執
り
な
し
を
願
う
信
仰
と
言
わ
れ
る
。

衣
の
襞
が
過
剰
な
ま
で
に
横
溢
す
る
豪
華
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
聖
母
が
、
横
向
き
に
幼
子
イ
エ
ス
支
え
優
し
く
見
守
り
、
幼
子
イ
エ
ス

は
人
々
に
祝
福
を
与
え
て
い
る
。
周
囲
は
沢
山
の
女
性
信
徒
が
取
り
囲
み
、
女
性
た
ち
の
手
の
表
情
も
様
々
で
フ
ジ
タ
の
工
夫
の
跡
が
う

か
が
え
る(

29)
。
聖
母
子
の
背
後
に
は
少
女
達
が
花
を
手
に
続
々
と
集
ま
り
、
右
手
奥
に
は
、
君
代
夫
人
が
静
か
に
祈
る
姿
も
描
き
込
ま
れ

た
。
主
祭
室
の
入
り
口
に
当
た
る
左
右
の
壁
に
は
、
「
ご
訪
問
」
の
マ
リ
ア
（
右
）
と
エ
リ
ザ
ベ
ツ
（
左
）
が
向
か
い
合
っ
て
い
る(

30)

。

背
景
に
は
広
々
と
し
た
地
平
線
と
天
空
が
広
が
り
、
天
上
に
は
《
父
な
る
神
》
が
降
臨
す
る
と
い
う
一
体
感
を
持
っ
た
構
図
で
あ
る
。

画
面
全
体
は
遠
近
法
と
シ
ン
メ
ト
リ
ー
が
厳
格
に
守
ら
れ
、
人
物
の
衣
装
の
襞
な
ど
の
表
現
は
大
胆
に
早
描
き
し
て
い
る
が
、
聖
母
子
の

表
情
、
衣
の
模
様
や
ニ
ン
ブ
ス
な
ど
は
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
細
か
な
描
き
こ
み
が
施
さ
れ
て
い

る
。こ

の
主
祭
室
は
ま
さ
に
聖
母
子
を
中
心
と
し
た
母
子
、
女
性
、
少
女
の
世
界
で
あ
り
、
こ
の
祭
壇
で
平
和
な
世
界
を
聖
母
子
に
祈
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
女
性
ば
か
り
で
あ
る
。
フ
ジ
タ
は
母
性
の
中
に
平
和
の
象
徴
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

⑭
《
最
後
の
晩
餐
》
副
祭
室

R
一
二
五
セ
ン
チ
、
H
一
二
五
セ
ン
チ
（
図
版
16
）

こ
の
副
祭
室
は
フ
ジ
タ
の
墓
所
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
。
フ
ジ
タ
は
そ
こ
に
自
分
が
崇
敬
し
自
ら
の
洗
礼
名
を
拝
領
し
た
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（
一
四
五
二
～
一
五
一
九
）
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
《
最
後
の
晩
餐
》
を
描
い
た
。

レ
オ
ナ
ル
ド
の
作
品
を
踏
襲
す
る
横
一
列
で
イ
エ
ス
を
中
心
と
し
た
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
構
図
を
と
り
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
デ
ル
・
サ
ル
ト(

一

四
八
六
～
一
五
三
一)

の
作
品
に
み
ら
れ
る
左
右
対
称
に
使
徒
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
構
図
も
参
照
し
て
い
る
様
に
見
う
け
ら
れ
る
。
ヨ
ハ

ネ
が
イ
エ
ス
の
左
手
に
伏
し
て
い
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
《
最
後
の
晩
餐
の
た
め
の
習
作
》
を
下
画
に
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
ユ
ダ
だ
け
が
パ

ン
を
手
に
顔
を
背
け
て
い
る
点
に
フ
ジ
タ
の
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

フ
レ
ス
コ
画
が
す
べ
て
完
成
し
た
九
月
に
入
っ
て
か
ら
、
フ
ジ
タ
は
一
三
使
徒
を
描
い
て
し
ま
っ
た
事
に
気
づ
き
、
急
遽
「
寝
て
い
る
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人
を
消
し
て
一
二
使
徒
に
直
」
し
た
と
い
う
記
事
が
日
記
の
中
に
あ
る(

31)

。

⑮
《
七
つ
の
大
罪
》
小
祭
室

一
六
七
セ
ン
チ
×
一
三
〇
セ
ン
チ
（
図
版
17
）

「
七
つ
の
大
罪
」
と
は
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
と
り
つ
か
れ
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
、
七
つ
の
悪
霊
に
由
来
す
る
罪
、「
高
慢
」「
物

欲
」
「
色
欲
」
「
憤
怒
」
「
貪
欲
」
「
嫉
妬
」
「
怠
惰
」
で
あ
る
。

戦
後
、
フ
ジ
タ
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
相
貌
の
人
物
群
像
を
描
い
た
が
、
こ
こ
に
そ
の
集
大
成
が
見
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
を
取
り
巻
く
人
間
の

内
面
の
醜
さ
を
暴
き
出
し
た
よ
う
な
人
物
群
像
は
、
礼
拝
堂
の
聖
な
る
空
間
で
観
者
に
現
世
に
生
き
る
自
ら
を
省
み
さ
せ
深
い
印
象
を
残

す
。フ

ジ
タ
は
主
祭
室
の
《
聖
母
子
》
に
向
か
っ
て
右
端
に
サ
イ
ン
と
制
作
期
間
を
、
左
下
に
は
礼
拝
堂
建
設
に
関
わ
っ
た
人
々
の
名
前
を

列
記
し
た
銘
板
を
描
き
込
ん
だ(

32)

。

（
二
）
フ
レ
ス
コ
壁
画
の
全
体
構
成
と
特
色

フ
レ
ス
コ
画
配
置
図
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
フ
ジ
タ
の
キ
リ
ス
ト
伝
は
順
番
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が

可
能
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
礼
拝
堂
に
飾
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
三
枚
の
大
き
な
油
彩
画
《
磔
刑
》《
キ
リ
ス
ト
降
誕
》
《
キ
リ
ス

ト
降
架
》
や
《
病
人
の
癒
し
》
を
広
い
壁
面
に
配
置
し
、
次
に
《
十
字
架
の
道
》《
最
後
の
晩
餐
》《
復
活
》《
受
胎
告
知
》
な
ど
重
要
な
内

容
に
場
所
を
確
保
し
、
残
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
他
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
配
置
し
た
の
で
は
な
い
か
。
フ
ジ
タ
の
残
し
た
模
型
や
壁
画
配
置
プ
ラ

ン
を
見
る
と
、
フ
レ
ス
コ
画
を
二
段
か
ら
一
段
に
変
更
し
、《
磔
刑
》
と
《
聖
母
子
》
の
位
置
を
入
れ
替
え
、
制
作
直
前
に
も
《
洗
礼
》
や

《
奇
跡
の
漁
リ
》《
病
人
の
癒
し
》
の
位
置
の
変
更
、
《
弟
子
の
足
を
洗
う
》
を
追
加
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

次
に
、
フ
ジ
タ
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、
腰
板
か
ら
上
の
壁
と
祭
室
の
ド
ー
ム
内
に
隙
間
な
く
描
か
れ
（
図
版
18
）
、
各
場
面
は
屋
外
又
は

半
屋
外
の
設
定
で
、
背
景
の
青
い
空
と
地
平
線
で
連
続
的
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
順
番
通
り
で
は
な
い
キ
リ
ス
ト
伝
に
左
右
と
の
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つ
な
が
り
を
生
み
だ
す
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
礼
拝
堂
内
に
入
っ
た
観
者
は
、
ぐ
る
り
と
青
と
黄
土
色
を
基
調
と
し
た
明
る
い
色
彩
の
宗

教
絵
巻
に
取
り
囲
ま
れ
る
。
こ
の
表
現
は
日
本
で
描
い
た
油
彩
画
《
秋
田
の
行
事
》
（
一
九
三
七
）
（
図
版
19
）
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。

《
秋
田
の
行
事
》
は
、
高
さ
約
三
．
七
メ
ー
ト
ル
、
全
長
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
画
面
に
折
々
の
行
事
や
風
物
、
沢
山
の
人
物
を
描

き
込
み
、
秋
田
の
四
季
を
絵
巻
物
風
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
も
四
季
の
順
番
や
場
所
の
脈
絡
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

左
右
の
端
が
高
く
な
る
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
構
図
と
青
い
空
や
遠
景
の
山
並
み
で
一
体
感
が
表
現
さ
れ
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
異
時
同
図
の

出
来
事
は
、
橋
や
神
社
の
鳥
居
、
黒
衣
の
人
物
な
ど
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
フ
ジ
タ
は
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
一
見
自
由
奔
放
な
キ
リ
ス
ト
伝
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
伝
達
を
目
的
と
す
る
順
番
に
説
話
を
つ
な
い
で
ゆ
く
従
来
の
キ
リ
ス
ト

伝
と
は
異
な
る
。
フ
ジ
タ
は
、
人
々
は
礼
拝
堂
に
入
る
と
ま
ず
正
面
主
祭
室
の
《
聖
母
子
》
に
目
を
奪
わ
れ
、
次
に
自
分
を
ぐ
る
り
と
取

り
巻
く
キ
リ
ス
ト
教
絵
巻
に
驚
き
、
各
フ
レ
ス
コ
壁
画
に
近
づ
い
て
鑑
賞
し
、
出
入
り
口
の
大
作
《
磔
刑
図
》
に
至
る
と
い
う
周
到
な
プ

ラ
ン
の
元
に
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

又
、
こ
の
礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
や
装
飾
に
は
、
フ
ジ
タ
の
西
洋
美
術
研
究
の
成
果
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
①
一
五
世
紀
フ
ラ

ン
ス
絵
画
、
②
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
、
③
初
期
及
び
盛
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
等
の
影
響
が
、
藤
田
旧
蔵
書

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
礼
拝
堂
の
全
体
の
構
成
、
絵
画
の
主
題
、
様
々
な
モ
チ
ー
フ
や
技
法
に
は
、
フ
ジ
タ
も
訪
問
し
た
ロ

マ
ネ
ス
ク
教
会
や
そ
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
中
世
の
宗
教
美
術
へ
の
回
帰
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

フ
ジ
タ
最
晩
年
の
絵
画
様
式
は
、
長
い
画
業
の
中
で
研
究
し
て
き
た
過
去
の
様
々
な
西
洋
美
術
と
日
本
美
術
の
様
式
や
技
法
が
渾
然
一

体
と
な
り
フ
ジ
タ
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
た
も
の
で
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
フ
ジ
タ
独
特
の
個
人
様
式
は
、
個
性
を
重
ん
じ
る
ま
さ

に
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
一
員
に
ふ
さ
わ
し
い
。

お
わ
り
に

フ
ジ
タ
の
礼
拝
堂
を
フ
ラ
ン
ス
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
だ
ろ
う
。「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
翌
日
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の
ラ
ン
ス
の
地
方
紙
「
ユ
ニ
オ
ン
」
の
見
出
し
は
「
フ
ジ
タ
が
構
想
し
、
描
か
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
ラ
・
ペ
は
、
昨
日
落
成
さ
れ

ラ
ン
ス
の
芸
術
遺
産
を
豊
か
に
し
た
。
」
と
報
じ
て
い
る
。
土
地
や
資
金
を
提
供
し
た
ル
ネ
・
ラ
ル
ー
は
、
落
成
式
で
の
演
説
で
以
下
の
よ

う
に
述
べ
た
。「
・
・
・
現
代
絵
画
は
す
べ
て
そ
れ
が
良
質
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
・
ド
・
ラ
・
ぺ
へ
と
結
ば
れ
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
芸
術
の
至
上
命
令
、
本
質
的
な
目
的
は
、
我
々
に
あ
ら
ゆ
る
至
福
を
も
た
ら
す
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

(

33)

」
メ
ゾ
ン
・
ア
ト
リ
エ
・
フ
ジ
タ(

34)

の
現
館
長
で
あ
る
ア
ン
・
ル
・
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
は
、
こ
れ
を
受
け
て
「
こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
は
長
ら
く
、
こ
の
礼
拝
堂
は
失
わ
れ
た
楽
園
と
赦
免
を
喚
起
す
る
総
合
芸
術
作
品
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
主
流

で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る(

35)

。

フ
ジ
タ
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
帰
依
と
芸
術
家
と
し
て
の
宗
教
画
制
作
、
礼
拝
堂
建
設
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ

た
ろ
う
。
礼
拝
堂
が
完
成
し
た
時
フ
ジ
タ
は
、「
こ
れ
は
わ
が
人
生
の
集
大
成
で
あ
る
。
今
、
私
は
安
ら
ぎ
の
中
に
い
る
。(

36)

」
と
言
っ

た
と
い
う
。

戦
争
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
二
〇
世
紀
、
そ
の
状
況
は
混
迷
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
聖
母
」
に
象
徴
さ
れ
る
母
性
と
平
和

の
親
和
性
を
我
々
に
気
づ
か
せ
る
フ
ジ
タ
の
「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
は
、
多
く
の
芸
術
家
や
技
術
家
集
団
が
荘
厳
し
て
き
た
長
い
キ
リ

ス
ト
教
美
術
の
歴
史
の
中
で
、
近
現
代
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
に
足
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
山
地
治
代
「
レ
オ
ナ
ー
ル
＝
ツ
グ
ハ
ル
・
フ
ジ
タ
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ズ
ム

日
本
人
画
家
の
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
」、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
二
年
／

石
尾
真
理
子
「
藤
田
嗣
治
・
戦
後
作
品
の
様
式
と
主
題
に
関
す
る
研
究
」
、
鹿
島
美
術
財
団
年
報
（
三
〇
）
、
二
〇
一
二
年
、
四
八
頁
／
片
野
道
子
「
黄
金
の
聖
書
」
、

林
洋
子
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
編
『
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
を
読
む

出
版
文
化
の
日
仏
交
流
』
コ
ラ
ム
④
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
五
頁
／
林
洋

子
「
藤
田
嗣
治
か
ら
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
へ

―
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
道
行
」
『
近
代
画
説

第
24
号
特
集

近
代
の
宗
教
美
術
』
、
二
〇
一
五
年
、
九
十
頁
／
村
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上
哲
「
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
と
ラ
ン
ス
―
藤
田
嗣
治
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
系
譜
」『
ラ
ン
ス
美
術
館
展
図
録
』
、
熊
本
県
立
美
術
館
他
、
二
〇
一
六
年
、

一
二
九
頁
／
マ
リ
ー
・
エ
レ
ー
ヌ
・
モ
ン
ト
ゥ
＝
リ
シ
ャ
ー
ル
「
フ
ジ
タ
、
永
遠
の
生
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン

ラ
ン
ス
美
術
館
所
蔵
フ
ジ
タ
贈
与
作
品
」
、
二
五
頁

（
2
）
企
画
展
カ
タ
ロ
グ
『
没
後
四
〇
年
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
展
』
、
北
海
道
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
三
頁

（
3
）
林
洋
子
、
前
掲
書
、
八
〇
頁

洗
礼
と
そ
の
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
（repo

rt
ag
e,
ina

.f
r

）
を
、Art

s 
ET
 C
ul
tur

e 
2
015

.6
.16

が
公
開
し
て
い
る
。

（
4
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
五
五

（
5
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
一

（
6
）
藤
田
資
料 FT
〇
〇
五
六
一

（
7
）
藤
田
資
料 FT
〇
〇
五
六
〇
、
一
一
月
一
六
日

（
8
）Ed

it
io
ns 

Zo
dia

qu
e
Collection de la Nuit des Temps

, 19
54
-99

, 
Abb

ay
e
 S
ain

te
-M
ari

e 
de 

la
 P
ie
rr
e-q

ui
-V
ire 

フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ネ
ス

ク
美
術
を
紹
介
す
る
計
二
百
二
十
五
巻
に
及
ぶ
シ
リ
ー
ズ
で
、
藤
田
旧
蔵
書
に
も
多
数
収
蔵
。

（
9
）
林
洋
子
、
前
掲
書
、
九
〇
頁

（
10
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
一

（
11
）
田
淵
安
一
（
一
九
二
一
―
二
〇
〇
九
）
北
九
州
市
（
小
倉
）
出
身
。
東
大
文
学
部
美
術
史
卒
業
。
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
活
動
し
た
抽
象
画
家
。
戦
後
フ
ジ
タ
と
親

交
を
深
め
ヴ
ィ
リ
エ
・
ル
・
バ
ク
ル
に
近
い
ヴ
ォ
ア
ラ
ン
に
住
ん
で
晩
年
の
フ
ジ
タ
と
交
流
が
深
か
っ
た
。

（
12
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
五

（
13
）
藤
田
資
料 FT

〇
四
四
六
一

LA FRESQUE
／FT
〇
四
四
六
一
「
フ
レ
ス
コ
」
／FT

〇
四
三
一
六
「
壁
画
フ
レ
ス
コ
の
事

田
淵
君
の
手
記
」

（
14
）
テ
オ
フ
ィ
レ
ス
『
さ
ま
ざ
ま
の
技
法
に
つ
い
て
』
、
森
洋
（
訳
編
）
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
六
年
、
五
三
頁

（
15
）
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
・
シ
ュ
ル
・
ガ
ル
ダ
ン
プ

フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ワ
ト
ー
地
方
に
あ
る
修
道
院
教
会

（
16
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
四

（
17
）
「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
建
設
研
究
会
（
ア
ン
・
ル
・
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
）
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
フ
ジ
タ
、
ラ
ン
ス
と
シ
ャ
ペ
ル
・
ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム
・
ド
・
ラ
・
ペ
」

（
18
）
石
尾
乃
里
子
、
前
掲
書
、
四
九
頁

藤
田
旧
蔵
書LFou

ji
t
a¦
¦B
4y
¦¦1

5 
Les Calvaires Bretons (E

ncy
cl
op
éd
ie 

Al
pi
na 

i
l
lus

tr
ée
) 

 

（
19
）
藤
田
旧
蔵
書Fouj

ita
¦¦B

4y
¦¦1

10 
L'é

co
le 

d'
Avig

no
n: 

la 
pe
in
tur

e 
en 

pro
ve
nce

 a
ux 

XI
Ve 

et
 
XV
e s

iè
cle

s,
 pp

.9
4-
95. 

該
当
絵
画
の
処
に

中
世
の
城
の
走
り
書
き
紙
片
が
挟
ま
っ
て
い
る
。

（
20
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
五
、
六
月
七
、
八
日

（
21
）
林
洋
子
、
前
掲
書
、
八
九
、
九
〇
頁

（
22
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
四
、
五
月
二
一
日

（
23
）
石
尾
乃
理
子
、
前
掲
書
、
四
九
頁

（
24
）
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

第
二
部

栄
光
の
書
「
イ
エ
ス
、
弟
子
の
足
を
洗
う
」
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（
25
）
藤
田
資
料 FT

〇
〇
五
六
五
、
七
月
二
七
日

「
大
壁
画
完
成

一
番
構
図
も
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
等
主
要
人
物
等
バ
ッ
ク
の
調
子
全
部
う
ま
く
で
き
て
安
心
」

（
26
）
藤
田
旧
蔵
書LFou

jit
a¦¦

B4
y¦¦

48
  

Ch
ri
stu

s:
 l
a 
vi
e d

u 
Ch
ris

t 
en 

ce
nt
 c
he
fs-

d'
œu
vre 

 
（
27
）
モ
ー
リ
ス
・
ク
ロ
ジ
ェ
に
つ
い
て
は
日
記
の
中
の
記
載
が
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
藤
田
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
！
天
国
と
地
獄 

FO
UJ
ITA

  

 
M
ON
UME

NT
AL
! E

NF
ER 

ET
 P
AR
AD
IS 

』(

ラ
ン
ス
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年)

の
一
二
三
頁
に
は
記
載
が
あ
る
。

（
28
）
藤
田
旧
蔵
書Fouj

ita
¦¦B

4y
¦¦4

3 
L
a p

ei
ntu

re
 f
ra
ça
ise

 d
u 
qui

nz
ièm

e 
si
èc
le
, p

p.
99
-10

0. 
 

（
29
）
手
の
ポ
ー
ズ
に
参
照
さ
れ
た
と
い
う
仏
像
の
手
が
ア
ト
リ
エ
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
30
）
夏
堀
全
弘
『
藤
田
嗣
治
芸
術
試
論
』
、
三
好
企
画
、
二
〇
〇
四
年
、
四
四
六
頁
／
ラ
ン
ス
美
術
館
発
行
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
フ
ジ
タ
礼
拝
堂
」

（
31
）
藤
田
資
料 FT
〇
〇
五
六
五
、
九
月
五
、
九
日

（
32
）「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
の
寄
進
者
お
よ
び
建
設
に
か
か
わ
っ
た
人
々
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ル
ネ
・
ラ
ル
ー
（
主
た
る
寄
進
者
）
、
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
（
寄

進
者
・
画
家
）、
モ
ー
リ
ス
・
ク
ロ
ジ
ェ
（
建
築
家
）
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ク
ロ
ジ
ェ
（
建
築
家
）
シ
ャ
ル
ル
・
マ
ル
ク
（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
職
人
親
方
）
マ
キ
シ
ム
・

シ
ケ
、
ア
ン
ド
レ
兄
弟
（
石
材
加
工
職
人
）
、
グ
ロ
ン
デ
、
リ
ュ
フ
ィ
エ
、
ガ
ル
ニ
エ
、
シ
ャ
パ
ン
（
国
内
巡
歴
職
人
組
合
）
、
ル
コ
ル
シ
ェ
、
ポ
ル
・
シ
モ
ン
（
請

負
職
人
）
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
ラ
ド
（
ラ
ル
ー
と
フ
ジ
タ
の
協
力
者
）

（
33
）
特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
藤
田
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
！
天
国
と
地
獄 

FO
UJ
ITA

 
MON

UM
EN
T
AL
! 
EN
FER

 
ET
 P
ARA

DI
S

』(

ラ
ン
ス
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年)

、
一
四
七
、

四
八
頁
に
全
文
掲
載
。
フ
ジ
タ
の
挨
拶
文
も
掲
載
。

（
34
）
エ
ッ
ソ
ン
ヌ
県
ヴ
ィ
リ
エ
・
ル
・
バ
ク
ル
に
あ
る
フ
ジ
タ
最
晩
年
の
住
居
兼
ア
ト
リ
エ

（
35
）
前
出
書
、
一
八
二
頁

（
36
）
同
書
、
一
八
七
頁

＊
謝
辞

本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
並
び
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
本
館
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
フ

ジ
タ
礼
拝
堂
と
内
部
の
フ
レ
ス
コ
画
、
板
絵
等
の
撮
影
と
本
論
へ
の
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
ラ
ン
ス
美
術
館
館
長
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
ロ
氏
（Ma

de
me
 
C
at
he
ri
ne 

D
EL
OT,

Di
re
cti

ce 
du 

Mu
s
ée
 de

s B
ea
ux-

ar
ts 

de R
eim

s)

よ
り
ご
協
力
と
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
市
美
術
館
副
館
長
深
谷
克
典
氏
に
は
ご
多

用
の
中
、
ラ
ン
ス
美
術
館
へ
の
仲
介
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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図版 １ 
「平和の聖母礼拝堂」（フジタ・チャペル）  

1965～66 年建設  
主祭室、副祭室、小祭室、鐘楼、聖具室が付属する単身廊式  
ネオ・ロマネスク様式  
内寸（奥行き約 15.1ｍ 横幅 6.0ｍ 高さ約 5.3ｍ 床面積約 90.8 ㎡） 
南向き 石造  
フレスコ画面積 約 100 ㎡  
ランス フランス、筆者撮影 
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ク
ロ

ジ
ェ

設
計

図
を

元
に

筆
者

作

「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」

フ
レ
ス
コ
壁
画
配
置
図
・
制
作
順

１
十
字
架
降
架

２
洗
礼

３
病
人
の
癒
し

４
受
胎
告
知

５
奇
跡
の
漁
り

６
降
誕

７
十
字
架
の
道

８
復
活

９
弟
子
の
足
を
洗
う

1
0
キ
リ
ス
ト
磔
刑

1
1
父
な
る
神
の
顕
現

1
2
葡
萄
収
穫
守
護
の
聖
母

1
3
聖
母
子

1
4
最
後
の
晩
餐

1
5
七
つ
の
大
罪

図
版
 
2 
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図版 3 《十字架降架》 200 ㎝×212 ㎝、筆者撮影 

図版 4 《洗礼》 200 ㎝×106 ㎝、筆者撮影 
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図版 5 《病人の癒し》 200 ㎝×148.4 ㎝、筆者撮影 

図版 6 《受胎告知》 200 ㎝×141.3 ㎝、筆者撮影 
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図版 7  
《奇跡の漁り》 200 ㎝×192.6 ㎝ 
筆者撮影 

図版 8  
《降誕》 200㎝×212㎝
筆者撮影 

図版 9  
《十字架の道》 200㎝×278㎝
筆者撮影 
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図版 10 《復活》 200 ㎝×312 ㎝、筆者撮影 

図版 11 《弟子の足を洗う》 200×106 ㎝、筆者撮影 
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図版 12 《キリスト磔刑》 max.430 ㎝×600 ㎝、筆者撮影の写真を組み合わせて再現した 
もの 

図版 13、15 《父なる神》 max.430㎝×600㎝ / 《聖母子》 R200㎝ H200㎝
筆者撮影 
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図版 14  
《葡萄収穫守護の聖母》  
小祭室 167 ㎝×130 ㎝  
筆者撮影 

図版 17  
《七つの大罪》 小祭室 167 ㎝×130 ㎝
筆者撮影 

図版 16  
《最後の晩餐》  
R125 ㎝、H125 ㎝
筆者撮影 
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年代(年齢) 月 礼拝堂制作活動 礼拝堂進捗状況 関連事項・その他の活動

1

2

3 5号の《小鳥と少女》

4

良い天気の中、近所に10号～12号くらいの写生に出

かける。

子供たちがたくさん集まる。

5

「マドンナ百態発心。私の立てるチャペルをマドン

ナ様を本尊にする事を思いついた。」と日記に記

す。

6

フィガロの記者に、「マドンナ５０枚完成の上、マ

ドンナのチャペルを立てたい」と公表する。

チャペル第２号作成　余り気に入らない。

ペトリデスで最後の個展

7

チャペルに入れるつもりの画をゆずる。《授乳の聖

母》

この時点では油絵で装飾する予定だった。

《葡萄収穫守護の聖母》《奇跡の聖母》もこの年作

成。

田淵の進言によって訪問したオルレアン近郊のサ

ン・ジャック・ド・ゲレ、サン・ジル・モントワー

ル、サン・ジュネ・ラバルディン、バンドーム、も

う一つ見学。シャルトルにも寄り、ロマネスク教

会、フレスコ画、彫刻、ステンドグラス等について

「とても良い」と日記に記す。

大作（子供、女性、猫)作成

8

9

壁のマドンナ、壁画セメント、色つけという言葉出

てくる。

「粉絵具牛乳入れて溶かして描くと○○しい等秘密

があるらしい」と日記に記載

「何才になっても教わることが多いし、教えてくれ

るのは自分自身より外はない。」「壁に壁画色々描

いてみる。大毛筆で直接、今まで描いたことない方

法、面白くまだ練習が必要」と日記に書く。

・石版の仕事

「田淵、左官屋ときて壁画の土台セメントの上に石

灰ヘラで置いてかえる。」（フレスコ画の練習用と

考えられる。）田淵が壁画制作に協力している。

10
石版印刷でランスのマドンナ等１００枚刷った。

染め物を高畠夫人から習う。

11

「セメント乾かぬうちにキリスト十字架フレスコ１

日仕事で

描いてみる。なかなかうまくいかないものだ」

乾いた上に描いた物はがれる。洗って又女二人描い

て一日楽

しむ。この時期、壁画の作品作りに没頭している。

「壁画乾いてしまってはダメ。上から濡しただけで

は駄目らしい。中から湿っていなくては・・・」

チャペル第３号作る。

石版大作始めた。

12
当初は、ヴィリエ・ル・バクルに近いサントー

バンが候補地であった。

マティスのロザリオ礼拝堂を見学し、「写真で見た

物と比べものにならず」（すばらしい）と、タイ

ル、デッサン、ステンドグラス等日記に詳細なる記

録をする。

1

～

２

ラルーやプラドからランスにも礼拝堂が欲しい

という話があり情況が変わってくる。自分だけ

で建てようかとも考える。

3

4

大壁画、画用紙にコピーし始めて大構図のけいこし

た。

正面の大壁の下図の参考とするため。

聖マドンナ大きくデッサンして仕上げた。１枚

聖女二人のデッサンしあげる。２枚。

聖女、老聖、着衣のキリスト　３枚。

聖なる父（神）と４人の書記者○型、２枚。段々難

しくなる。

天女、祈る老女　３枚。聖女と老聖１枚。

ステンドグラスの聖母ビートライ始める。

ランスに行き、チャペルの用地を色々見て回

る。

１４日、ランスに決定の日「ランスに調和する

フランス風に変更。壁画＋皆考え直すこと」

場所はマム社の隣地で、最終的に気に入った。

田淵から本３冊譲られる。家族ぐるみの交流多い。

ペトリデスの仕事もやっている。（水彩）

Tartas 壁画のコピー依頼。ゴシック・ローマンの本

等購入。

1965

(79)

1964

(78)

レオナール・フジタ「平和の聖母礼拝堂」関連年表「１９６４年～１９６８年」：主に日記による 
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年代(年齢) 月 礼拝堂制作活動 礼拝堂進捗状況 関連事項・その他の活動

5

ステンドグラスのビートライ（キリスト）（マドン

ナ）

（下画）デッサン様々描く。仕事に熱中。

女７人子供１人の構図下絵。天女、中年？の男。キ

リストの顔。仕事止むことを知らず。キリスト十字

架よりおりたるところ７人の構図、大１枚出来上

がった。キリストの洗礼、盗賊２人の磔、老婆、仕

事面白くてやめられない。

「受胎告知」２人描いたがはかどらず。キリスト受

難十字架を担う１４の逸話色々本を見たりして研

究。

キリスト昇天の図、奇跡のキリスト

キリスト誕生は以前描いた８０号の油絵と同じ構図

だがもっと良い。

キリストの洗礼、盗賊2人・・・（仕事）やめられな

い。

少女の画も描いている。（通常の作品制作）

コクトーのお寺友人訪問（サン＝ブレーズ＝デ＝サ

ンプル礼拝堂）

6

ステンドグラス・ビートライ「アダムとイブ」『動

物の創造」

他旧約聖書の作品群

建築家Sabatine来て模型と図面持ってきた。

考えていたものと違い気に入らない。プラドに

意見書送る。

7

ベニヤ板に漆喰塗ってキリスト描いてみる。

マドンナ１枚、キリスト２枚のフレスコして勉強す

る。

ステンドグラス業者マルク、プラド来て、マ

ケットなどで説明。意見があい、見本作ってく

れる事になる。

デッサン水彩仕事。（これらは、通常の仕事と思わ

れる。）１２号油絵、バラと壺、白ちゃん（猫の

画）

テープレコーダーに凝っている。「一人でこの夏は

遊んだ。」

日記に、画の仕事と画商について記す。

8
小壁画板の上に女の顔描いてみる。

ステンドグラスの枠つくり

コクトーの本（H enry　Toulouse）の扉画女の顔を

描く。

写生出してアルジェリアのクロッキー沢山描く。

「仕事ではいつもバックで難儀する。女のバック南

仏の村。」と日記にある。通常の女や子供の画の制

作盛んに行っている。

9

マルクのビドロー（ガラス）仕事進んでいる。

ラルーとプラド来て、今年の内に石を置く儀式

をやることになったと伝える。

ミサにも参加、ミシン仕事

一般的仕事のクロッキー、油彩やっており、ペトリ

デスからも催促あり、子供、少女、猫の画

藤田の家の事を調査する。

10
キリストの顔描き。ガラス絵.。

マルク来て見本届け、ステンドグラス仕事再開。

プラド来（たので）、設計者B orm arelのチャ

ペルは寺らしくなく、バラックみたいで改良た

のむ。「古いと言われてもクラシックな物にし

たい」と考える。

ペトリデス催促。小瓶にガラス絵描く。

大使館の歌舞伎の仕事断る。

11

仕事充実し面白い。壁画クロッキー等。

６枚のステンドグラス（旧約聖書の世界）等ステン

ドグラス、化け物と髑髏の制作。

ガラス切りはんだ付けして、キリスト、マドンナ作

る。

大ステンドグラス聖女２人かく。音楽の聖女、老聖

も出来た。

ダンスマカーブル（死の舞踏）ステンドグラス僧

侶、王様、百姓等描く。

壁の上の方に粉（？）絵の具で人物９人描いてみ

る。壁画の要領がだいぶ解ってきた。

７８才の誕生日、ストーブの上に大キリスト描く。

周囲の人物も描き完成。

私の設計に決定する。建築家２人断った。

１５日、プラド、クロジェ（新しい建築家）と

来る。

２日、夏堀全弘「藤田嗣治芸術試論」読み、加筆、

誤り多し。

田淵売れ出し、二人で大いに語る。

12
チャペルの入り口の扉、門、色々考える。

扉、C harlir（？）のお寺のもの参考

プラド、７枚のプラン持ってきて私の案とほぼ

同じ。

ラルー、プラド、クロジェと、来年３月に着

工、６月から描き、１０月開戸式と相談。

ノエルのキリスト版画制作。油絵仕事（少女等）人

形の大作始める。

夏堀原稿点検。よく調べてあるとほめる。

ユトリロの遺品のパステル大箱もらう。

1965

(79)
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年代(年齢) 月 礼拝堂制作活動 礼拝堂進捗状況 関連事項・その他の活動

1

キリストの顔沢山描いてみる。

ステンドグラス小細長窓四つ、中２つ｡

カルベールの子供発注。

骸骨、化け物,旗持った羊、魚と人魚描いてみる。

マドンナの顔、キリストの顔色々描いてみる。

大素描出して、礼拝堂の壁面に組み込む。

最後の晩餐、１３聖を横一列に描く。（数字の間違

いか）

葡萄のマドンナ大デッサン、聖母2人等、仕事が面白

い。

礼拝堂の図面２面受領。訂正図面追加し、クロ

ジェに返事。

クロジェ、感動、喜んだ手紙来る。

図面終了.

ラルー、プラドと打ち合わせ。

他の仕事も進んでいる。(6号バラと壺）

田淵来訪し、６月イランの発掘に行くと報告。中世美

術に関心を持つ田淵は８月にはトルコのカッパドキア

に滞在し、東京芸術大学の洞窟修道院壁画調査団の仕

事を手伝っている。

夏堀原稿手入れ、だいたい終わる。

旧作と交換する。《巴里城門》

2

５つの罪大きく書き出す。

ステンドグラスの大デッサン仕事進む。（旧約聖書

の話）4聖人のステンドグラス装飾描く。枠の画も描

く。

キリストの顔何枚も描いてみる。ぶっつけのものが

一番。

マルク、ステンドグラス持ってくる。素晴らし

い。次の分渡す。

壁画配置プランに水彩で色付けクロジェに渡

す。

ランスは土地の掘り返しした。

外注の仕事、断る。日本の公的な招待は断る。

平野誠、秋田美術館、城址に建てると報告に来る。

少女の画（墨書き）などは制作。裁縫の仕事も盛ん。

子どものキリスト（裏、大人のキリスト）木彫制作

3

フレスコのことを読んだり、訳したり研究する。

祭壇二つ、洗礼等大３枚の紙に描く。完成後大封筒

作って入れる。

キリストの顔何枚も描く。

扉（祭具室の）の画ガッシュで描く。面白いものが

出来た。

１６枚

プラド、敷地に石垣巡らした報告。

工事はじまる。床板、壁積み上げ、

クロジェ、内部できあがり想像図３枚送ってき

た。彫刻デッサン送る。

窓下まで出来た写真受領。

ペトリデス関連の仕事はやっている。少女の画

夏堀に手紙。２月４日に日本に原稿送ったと。夏堀、

感激の手紙

「日本画の描き方：何枚も描いて最も良いものを取

る。」（キリストの顔何枚も画いた件について）

4

壁画用パレット手作りし準備。

ストーブの横手空間に３人ばかり人物グアッシュで

描いてみる。

デッサン仕事開始。（下絵の事か）キリストの顔、

天使のデッサン、色つけ、衣の襞等参考作品作る。

二人組の人物デッサン追加して準備する。

ステンドグラスの仕上げ仕事する。

クロジェ、壁画の漆喰聞いてくる。

１５キロ用意するよう返事。

教会の壁2ｍに達した。大僧正がステンドグラ

ス視察し、驚嘆。

田淵より、日本で原子力研究所で贋作調査の件聞く。

体調悪くなってきて、医師の診察受ける。腎臓の病気

と判明

海老原喜之助、来訪。パリのアトリエ貸す。

３０日、トリエステ１５号３枚出品。

5

お寺の画、木炭で描きまくる。二人組あわせのも

の。

セメントの裏にチョーク・ブラン塗って描いてみ

る。上出来、安心する。チョーク・エタンティ（消

石灰）で見本作作ってみる。比較検討するためか。

フレスコ画の準備で忙しくなる。

サン・レミに大戸と蝶番見に行く。

外壁装飾、釣鐘図版クロジェに送る。

１０日～大工仕事、

６月６日～フレスコの下地はじめる。クロ

ジェ、佐官と打ち合わせ。

壁、下塗り、中塗り、仕上げ。石積み終わり、

内部にかかる。

見物人、新聞くる。フィガロ、ユニオン新聞記

事でる。

屋根上がり、ローマン風の13世紀の赤れんが

用意。屋根葺き、ステンドグラス枠はめ

ペトリデス関連の仕事もやっている。額縁彫刻する。

礼拝堂、コクトーのより大きいとクロジェ言う。

１７日、ランスに行き建物を見て大感激する。職人と

シャンペンで乾杯。

平野政吉来訪。秋田の美術館１１月開館との報告。大

作寄贈の件でもめる。

ランス移動と長期不在の準備で多忙。

6

１日、ランスに移動。

３～４日《十字架降下》壁塗り下絵描き、色塗り。

７日乾いて具合悪く、壁はがしてやり直す。

９日《洗礼》、11日鳩、トカゲ、蛙等細かく描く。

１３日《奇跡のキリスト》15日、壁画一面に、白い

粉がふき（風化作用）熱湯に塩酸入れて拭き収ま

る。

１７日《受胎告知》２０日《奇跡の漁り》

２４日右側《聖誕》壁ぬり、デッサン。色塗り、大

仕事。

２８日、《キリスト、十字架を担ぐ》（道行き）始

まる。７月５日完成。

2，3日ステンドグラス設置

堂内工事平行して行われている。

外構工事（鐘、石門、彫刻等）やっている。風

見鶏据え付ける。

佐官ポールも壁塗りするようになる。フジタも

壁塗りするが協力を得られるようになる。部分

的に壁塗りし、画を描く。

礼拝堂内に、お墓（地下室）を用意してある件知る。

ランス美術館視察

取材等多くなるが仕事が佳境に入りプラドに押しつけ

る。

見物人多く、うるさい。

7

画と画の間の空等も平行して描く。（背景をまとめ

て描く。）羊描く。聖人達の金箔置き。あとがき

で、はがれやすい部分に、フィキサチーフを使用し

ている。

６日､《昇天》（復活）に取りかかる。９日､完成。

１３日右手前角､《弟子の足を洗う》２日で完成。

１５日キリスト大壁画（《磔刑》）に取りかかる。

２６日、ラルーと自分の顔を右手角に描き込む。

２７日大壁画、完成。一番の出来。

２８日正面上部の《父なる神と四書記者》に取りか

かる。８月５日に完成。

扉画１６枚調整。19日据え付け

壁画に水を沢山使うため、室内の湿気が多い。

日曜日は職人も来ず、一人だけで仕事をする。

石彫刻出来てくる。（魚と人魚、羊、カルベー

ル等）

海老原来る。他にも訪問者多い。

９日、ランスで本やいろいろ参考書購入

アメリカ子ども救済慈善（ユニセフ）協力承知する。

ＴＶ取材受ける。

1966

(80)
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年代(年齢) 月 礼拝堂制作活動 礼拝堂進捗状況 関連事項・その他の活動

8

５日小祭室《葡萄の聖母》取りかかる。ランス大聖

堂やサン・レミ聖堂遠くに描く。１０日完成。

11日、正面祭壇の天井、空雲描く。１２日正面の

《祝福の聖母》に取りかかる。１９日君代を左手に

描き込む。子供等色々描き込み２０日完成。

２３日《最後の晩餐》にかかる。あとがきではがれ

やすい部分に、フィキサチーフを使用した。

２６日プラド、２７日正面左下の名盤、壁削り直し

て描く。右手にサインもして仕上げる。

２９日壁塗り《七つの大罪》３０日完成。壁画全部

完成の日。

３１日、村に帰る。

彫刻据え付け。カルベール３ｍ２８ｃｍ

左官P aul　祭壇の天井壁塗り大苦労。

入り口の大扉調整設置。

門、造園始める。

電気完成。

知人等見物に沢山きて絶賛。永遠のもの

（im m ortalle）と言う。

マティス、コクトーの礼拝堂のと比較し、コレは本物

だとほめる。

ランスユニオン紙に記事が出た。

1915年のコントフロリューの画を持った来客。

9

5日、《最後の晩餐》使徒１３人描いた間違いに気づ

き、９日ランスに行って、寝ている人を消して１２

使徒に直す。

内部、造園、外構手直し、仕上げが続いてい

る。見学者が多い。

今後の運営について、市に寄付の後の事ラルー

と相談する。

礼拝堂完成。ＴＶ等で紹介され良い評判。

ヴィリエの田舎生活にもどる。体調が悪くなってきて

いる。

ペトリデスの仕事（水彩、油絵等）続けている。壁画

の後でも細かいところも描ける。

10

１日「平和の聖母礼拝堂」成聖式（祝福式）

１８日盛大な落成式

体調悪く、「多分三カ月間板の上で冷えた。シャペル

の湿気」と日記に書く。

地方紙ユニオン、全国紙フィガロ報道等々。ブラジル

新聞社取材

油絵《少女と鳩2羽》5か月ぶりに描く。

11

礼拝堂のメンテナンス気にかける。

礼拝堂の小冊子と豪華本を作る話あり。

紙にキリストの顔、十字架等沢山描く。

雨だれ対策、暖房等完成させる。

礼拝堂への見学者が１ヶ月で２万人以上。

病気で寝込むようになった。

６日聖レオナルドの日、聖遺物を譲り受け木造キリス

トに入れた。

鳩と女の子等ペトリデスの仕事は続いている。

病気のせいか、厭世的になっている。取材や細かい仕

事断る。「人も来ず、電話もなし、来る人とてもな

し。・・・」２７日、「満８０才の誕生日、画でも１

枚記念に描こうかと思ってとうとう出来なかった。」

3番目の妻ユキ、亡くなった話聞く。

手仕事、大工仕事。

12
６日ダラスのカトリック団体からケネディチャペル

の仕事来る
落成式のレコードができた。

ノエル・カード制作。

ペトリデスの仕事している。

「人も来ず、電話もなく」手記（体調悪く、厭世的

か）

８日,癌でパリの病院に入院。１０日、１６日手術

1967

(81)

6月19日、礼拝堂が正式にランス市に寄贈される。

アフリカの記念切手に礼拝堂の宗教画採用される。

礼拝堂のパンフレット作成。

礼拝堂で毎水曜日ミサが行われているという便

り（マム社マカン氏より）

田淵、フジタ夫妻を助ける。プラドも入院等対外的な

協力する。

3月油絵《母と子》4号下絵（絶筆とされる《聖母

子》のことか）ユトリロのパステルで少女描く、画仙

紙に墨絵かく等いろいろ模索するが、線描きが他人の

まねのできないものと再確認。

パリやスイスの病院に入退院を繰り返す。

5月5日、秋田、平野政吉美術館開館。

《燕と石垣の上の子供達》制作。(ペトリデスの仕事)

ユニセフに寄付した｢人形を持つ女の子｣カード届

く。

８月チューリッヒの病院に再入院するがすぐ退院。し

かし、１０月再入院。痛みが激しく病状非常に悪い。

日記は１２月２３日で終了

1 １月２９日、チューリッヒで永眠（８１才）

2 ２月３日、ランス大聖堂で盛大な葬儀行われる。

1968

昭和43

年

1966

(80)
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資
料

「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
装
飾

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
板
絵
に
つ
い
て

別
添
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
配
置
図
、
図
版
、
年
表
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
一
）
六
枚
組
合
わ
せ
大
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
《
旧
約
聖
書
・
創
世
記
の
世
界
》
二
六
五
セ
ン
チ
×
一
三
五
セ
ン
チ

各
六
三
セ
ン
チ
×
四
六
セ
ン
チ

左
手
の
小
祭
室
奥
に
設
置
さ
れ
、
小
さ
く
一
九
六
五
年
十
月
と
年
記
が
入
っ
て
い
る
。
上
段
左
《
動
物
の
創
造
》
右
《
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
》、
中
段
左
《
方
舟
を
造
る
ノ
ア
》

右
《
楽
園
追
放
》
下
段
左
《
洪
水
》
右
《
ノ
ア
の
方
舟
》
で
あ
る
。
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
光
に
よ
る
荘
厳
に
止
ま
ら
ず
、
旧
約
聖
書
の
世
界
を
提
示
し
礼
拝
堂
全
体
の

キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
補
完
し
て
い
る
。

《
ノ
ア
の
方
舟
》
は
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
教
会
堂
身
廊
の
天
井
に
描
か
れ
た
フ
レ
ス
コ
壁
画
《
創
世
記
》
の
特
徴
的
な
バ
イ
キ
ン
グ
船
と
、
船
頭
や
船
内
の
様
子
を
参
照
し

て
い
る
。
又
、《
洪
水
》
も
バ
イ
キ
ン
グ
船
の
下
で
洪
水
に
飲
み
込
ま
れ
る
人
々
の
様
子
や
、
玄
関
廊
に
描
か
れ
た
黙
示
録
中
の
礼
拝
す
る
天
使
の
特
徴
的
ポ
ー
ズ
を
う
ま
く

取
り
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
教
会
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
は
、
藤
田
旧
蔵
書
の
『
フ
ラ
ン
ス
教
会
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
絵
画
』
の
中
に
多
数
見
い
だ
せ
、
フ

ジ
タ
の
「
見
た
」
の
書
き
込
み
が
残
っ
て
い
る
1

。
又
、
一
九
五
七
年
八
月
一
九
日
の
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
訪
問
時
に
は
、「
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
。」
と
感
動
し
た
様
子
が

日
記
に
も
残
さ
れ
て
い
る
2

。

（
二
）
主
祭
室
の
四
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
《
黙
示
録
》
各
約
二
五
セ
ン
チ
×
一
四
〇
セ
ン
チ

一
九
六
五
年
十
一
月
六
、
七
日
の
日
記
に
「
地
獄
ら
し
い
も
の
か
き
出
し
た
」「
化
け
物
と
骸
骨
を
ク
ロ
ッ
キ
ー
二
枚
書
い
た
」
3

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
に

は
「apocalypse

」
の
文
字
が
見
え
る
。
右
二
枚
の
奇
怪
な
モ
チ
ー
フ
の
中
に
は
聖
人
の
姿
が
あ
り
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
ス(

一
四
五
〇
‐
一
五
一
六)

の
《
聖
ア
ン
ト
ニ

ウ
ス
の
誘
惑
》(

一
四
九
〇)

や
、《
黙
示
録
》
の
中
の
怪
物
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
の
柱
頭
、
持
ち
送
り
な
ど
の
奇
怪
な
彫
刻
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

沢
山
の
髑
髏
は
広
島
・
長
崎
の
原
爆
犠
牲
者
や
戦
争
犠
牲
者
を
想
起
さ
せ
平
和
の
希
求
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
の
見
方
が
礼
拝
堂
完
成
時
に
あ
っ
た
4

。
フ
ジ
タ
は
現
世

の
様
々
な
惨
禍
や
危
機
を
投
影
し
て
い
る
地
獄
図
を
主
祭
壇
の
聖
母
子
の
両
脇
、
父
な
る
神
の
近
く
に
置
く
こ
と
で
黙
示
録
の
世
界
を
表
現
し
、
人
々
の
救
済
の
と
り
な
し

を
聖
母
に
願
う
構
図
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
型
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
《
四
人
の
聖
人
》
各
一
四
〇
セ
ン
チ
×
六
四
セ
ン
チ

左
手
前
か
ら
《
聖
女
マ
ル
タ
》《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
》
右
奥
か
ら
《
聖
女
ベ
ア
ト
リ
ス
》《
聖
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
》
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
植
物
と
、
魚
、
小
鳥
の
合
唱
、
犬
、
教

会
を
描
き
こ
み
周
囲
を
花
模
様
で
縁
取
り
、
華
や
か
な
光
を
堂
内
に
注
い
で
い
る
。

《
聖
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
》
は
フ
ジ
タ
の
守
護
聖
人
、《
聖
女
マ
ル
タ
》
は
、
君
代
夫
人
の
代
母
と
な
っ
た
プ
ラ
ド
夫
人
の
守
護
聖
人
、《
聖
女
ベ
ア
ト
リ
ス
》
は
フ
ジ
タ
の
代

母
と
な
っ
た
テ
タ
ン
ジ
ェ
夫
人
の
守
護
聖
人
で
あ
る
。
聖
人
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
中
世
の
礼
拝
堂
や
教
会
の
フ
レ
ス
コ
画
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
も
多
く
の
聖
人
が
描
か
れ
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て
い
る
が
、
フ
ジ
タ
は
そ
の
定
型
を
守
り
つ
つ
代
母
へ
の
敬
意
を
怠
り
な
く
表
し
て
い
る
。
一
方
、《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
》
は
音
楽
家
ま
た
は
芸
術
家
の
守
護
聖
人
で
あ
る
と

共
に
、
盲
目
の
人
の
守
護
聖
人
で
も
あ
り
右
隣
の
フ
レ
ス
コ
画
《
病
人
を
癒
す
》
と
の
関
連
も
感
じ
る
が
、
な
ぜ
採
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

《
聖
女
マ
ル
タ
》
が
人
差
し
指
を
立
て
た
左
手
を
頬
に
そ
え
、
眉
を
ひ
そ
め
て
悲
し
む
特
徴
的
な
ポ
ー
ズ
は
、
そ
の
源
泉
を
中
世
写
本
の
挿
絵
「
磔
刑
」
5

の
聖
母
マ
リ
ア

の
ポ
ー
ズ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
又
、《
聖
女
ベ
ア
ト
リ
ス
》
の
腕
を
組
ん
で
顎
に
手
を
当
て
た
思
案
顔
の
ポ
ー
ズ
も
、
フ
ジ
タ
が
一
九
六
四
年
七
月
に
訪
問
し
た
サ
ン
・

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
ゲ
レ
教
会
の
フ
レ
ス
コ
画
「
磔
刑
」
の
ヨ
ハ
ネ
の
悲
し
み
の
ポ
ー
ズ
に
類
似
性
が
見
い
だ
せ
、
い
ず
れ
も
フ
ジ
タ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
へ
の
関
心
と
そ
の

参
照
が
う
か
が
え
る
。

（
四
）
副
祭
室
《
最
後
の
晩
餐
》
脇
の
二
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
《
死
の
舞
踏
》
各
七
五
セ
ン
チ
×
四
〇
セ
ン
チ

副
祭
室
《
最
後
の
晩
餐
》
に
向
か
っ
て
右
が
《
騎
士
と
死
》、
左
が
《
聖
職
者
と
死
》
で
あ
る
。
緊
張
し
た
面
持
ち
の
騎
士
と
聖
職
者
が
、
屍
衣
を
ま
と
っ
た
骸
骨
の
「
死
」

と
手
に
手
を
取
っ
て
冥
界
へ
と
引
率
さ
れ
て
い
く
。
上
方
に
は
黒
く
ひ
か
ら
び
た
首
つ
り
の
シ
ル
エ
ッ
ト
や
悪
魔
が
見
え
寂
寞
感
が
漂
う
が
、
ダ
ン
ス
を
す
る
よ
う
な
足
取

り
に
一
抹
の
ユ
ー
モ
ア
も
感
じ
ら
れ
る
。

初
め
て
《
死
の
舞
踏
》
の
壁
画
が
描
か
れ
た
の
は
、
一
四
二
四
年
、
黒
死
病
の
蔓
延
で
パ
リ
市
民
の
遺
骸
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
サ
ン
・
ジ
ノ
サ
ン
墓
地
の
回
廊
だ
と
い
う
。

そ
の
後
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
《
死
の
舞
踏
》
の
壁
画
を
描
い
た
墓
地
や
礼
拝
堂
が
増
え
出
版
物
も
発
刊
さ
れ
、
死
を
恐
れ
な
が
ら
も
受
け
入
れ
る
思
想
が
人
々
に
浸
透
し

て
い
っ
た
と
い
う
。

フ
ジ
タ
は
、
一
九
五
八
年
八
月
に
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ケ
ル
マ
リ
ア
・
ア
ン
・
イ
ス
ク
ィ
教
会
を
訪
問
し
、
希
少
に
な
っ
た
《
死
の
舞
踏
》
の
壁
画
を
見
、
写
真
を
撮

っ
て
い
る
6

。
将
来
自
分
の
墓
所
と
な
る
予
定
の
副
祭
室
に
中
世
末
期
の
生
死
感
を
表
現
し
た
の
は
、
い
ず
れ
訪
れ
る
「
死
」
を
受
け
入
れ
る
心
の
準
備
を
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

（
五
）
聖
具
室
《
板
絵
》

木
板
ガ
ッ
シ
ュ

二
〇
〇
セ
ン
チ
×
七
〇
セ
ン
チ

各
一
五
セ
ン
チ
×
一
五
セ
ン
チ
一
六
枚

一
九
六
六
年
三
月
末
の
日
記
に
「
扉
の
絵
ガ
ッ
シ
ュ
で
描
く
。・
・
・
面
白
い
物
が
出
来
た
。
一
六
枚
」
と
記
載
が
あ
る
7

。
左
右
に
題
材
の
一
覧
が
付
い
て
い
る
が
図
版

を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
題
材
は
、「
聖
ト
マ
ス
」
の
よ
う
に
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
写
本
挿
絵
8

を
参
照
し
た
こ
と
が
下
画
の
メ
モ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
世
写
本
に
想
を

得
て
い
る
モ
チ
ー
フ
が
多
い
と
さ
れ
る
9

。
又
、
こ
の
よ
う
な
板
絵
は
、
ス
イ
ス
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
の
天
井
画
な
ど
に
有
名
な
作
例
が
あ
り
、
藤
田
旧
蔵
書
の
中
に
も
こ

の
図
版
の
載
っ
た
本
10

が
存
在
す
る
。

絵
は
小
さ
く
素
朴
な
画
風
だ
が
細
か
い
描
写
が
冴
え
て
い
る
。
こ
の
民
衆
芸
術
的
な
板
絵
は
、
フ
ジ
タ
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
住
ん
で
い
た
パ
リ
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
＝

プ
ル
ミ
エ
ー
ル
通
り
の
ア
ト
リ
エ
の
ス
ペ
イ
ン
製
扉
や
壁
に
は
め
込
ま
れ
た
沢
山
の
個
性
的
な
子
供
た
ち
の
絵
11

を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
細
か
い
仕
事
で
礼
拝
堂
を

装
飾
す
る
事
は
、
民
衆
芸
術
に
も
興
味
を
持
ち
手
仕
事
の
作
品
も
数
多
く
残
し
た
フ
ジ
タ
の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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註1

藤
田
旧
蔵
書Foujita¦¦B4y¦¦36 

Fresques romanes des églises de France
2

藤
田
資
料 FT00542 

3

藤
田
資
料 FT00564 

4

一
九
六
六
年
一
〇
月
一
八
日
の
礼
拝
堂
の
落
成
式
で
、
イ
ブ
・
ガ
ン
ド
ン
は
広
島
と
ラ
ン
ス
、
広
島
平
和
記
念
館
と
フ
ジ
タ
礼
拝
堂
を
比
較
し
つ
つ
祝
辞
を
述
べ
て
い

る
。

5

Christen croix Manuscrit de Limoges. 

こ
の
中
世
写
本
は
現
在
パ
リ
国
立
図
書
館
に
あ
る
。（latin 11550

）

フ
ジ
タ
が
実
際
に
見
た
の
は
、「
藤
田
旧

蔵
書
」Foujita¦¦B4y¦¦116 

Christs romans:les Christs en croix, p137

で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。

6

藤
田
資
料 FT00547 
日
記
に
よ
れ
ば
、
二
回
訪
れ
て
い
て
一
回
目
は
一
九
一
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

7

藤
田
資
料 FT00565 

8

Lectionnaire de Saint-Martial de Limoges

こ
の
中
世
写
本
は
リ
モ
ー
ジ
ュ
か
、
パ
リ
国
立
図
書
館
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ジ
タ
が
ど
こ
で
見
た
か
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

9

マ
リ
ー
・
エ
レ
ー
ヌ
・
モ
ン
ト
ゥ
＝
リ
シ
ャ
ー
ル
「
フ
ジ
タ
、
永
遠
の
生
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン

ラ
ン
ス
美
術
館
所
蔵
フ
ジ
タ
贈
与
作
品
」『
ラ
ン
ス
美
術
館
展
図
録
』、

二
〇
一
六
年
、
二
八
頁

10

藤
田
旧
蔵
書Foujita¦¦B4y¦¦118  

La peinture romane (Le livre-musée:5)

、
一
六
五
頁

11

連
作
《
小
さ
な
職
人
た
ち
》
油
彩
・
フ
ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド

一
五.

一
セ
ン
チ
×
一
五
セ
ン
チ

一
九
五
八
～
五
九
年
制
作

ポ
ー
ラ
美
術
館
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左
上
か
ら
 

教
父
 

聖
ヨ
ハ
ネ
の
説
 

教
と
洗
礼
 

マ
リ
ア
の
エ
リ
 

ザ
ベ
ツ
訪
問
 

モ
ー
ゼ
 

黄
道
十
二
宮
図
 

預
言
者
エ
リ
ア
 

聖
バ
タ
ラ
の
 

殉
教
 

聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
 

ス
と
貧
者
 

E：
祭
具
室
扉
板
絵
 

右
上
か
ら

聖
ペ
テ
ロ
と
 

聖
ア
ン
デ
レ
 

ア
ッ
シ
ジ
の
 

聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
 

砂
漠
の
聖
ヨ
ハ
ネ
 

聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
 

聖
バ
ジ
リ
ウ
ス
 

聖
ト
マ
ス
 

女
性
の
治
癒
 

A-1 
 
 
 
A-2

A-4 
 
 
 
A-3

C C

D

B

E

(ク
ロ
ジ
ェ
設
計
図
を
元
に
筆
者
作
) 

「
平
和
の
聖
母
礼
拝
堂
」
 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
扉
板
絵
配
置
図
 

A 
四
人
の
聖
人
 

 
１
聖
女
マ
ル
タ
 

 
２
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
 

 
３
聖
女
ベ
ア
ト
リ
ス
 

 
４
聖
人
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
 

B 
創
世
記
 

C 
黙
示
録
 

D 
死
の
舞
踏
 

E 
祭
具
室
扉
絵
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聖女マルタ 140×64 ㎝、筆者撮影 聖女ベアトリス 140×64 ㎝、筆者撮影 

祭具室扉板絵 : 聖トマス 16×16 ㎝ 
筆者撮影 

創世記:ノアの箱舟 63×46㎝、筆者撮影

資料図版 2   
ステンドグラス、扉板絵で、写本挿絵やロマネスク壁画の参照と思われるもの 


